
闘
争
す
る
社
会
―
―
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
学
体
系

小

山

哲

一

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
予
備
工
作
」
？

「
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
は
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
典
型
的
な
、
一
派
を
な
す
代
表
者
で
あ
る
」。
ジ

ェ
ル
ジ
・
ル
カ
ー
チ
は
『
理
性
の
破
壊
』（
一
九
五
四
年
刊
）
の
な
か
で
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
を
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
そ
の
「
似
非

自
然
科
学
的
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
に
も
と
づ
く
社
会
理
論
に
よ
っ
て
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
歴
史
観
へ
の
重
要
な
一
つ
の
予
備
工
作
が
遂
行

さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
﹇
ル
カ
ー
チ

一
九
六
九
、
三
四
八
―
三
五
〇
頁
﹈。

（
１
）

ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
社
会
学
の
創
始
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
著
書
の
多
く
は
複

� 進化論から見た社会
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（
２
）

数
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
同
時
代
の
欧
米
諸
国
や
日
本
で
広
く
読
ま
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
の
時
点
か
ら
み
る
と
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ

チ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
後
世
の
論
者
が
繰
り
返
し
参
照
し
、
た
ち
帰
る
べ
き
古
典
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
ル
カ
ー
チ
の
評
価
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
二
〇
世
紀
前
半
の
人
種
理
論
の
先
駆
者
の
ひ

と
り
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
人
種
闘
争
』D

er
R

assenkam
pf

（
一
八
八
三
年
刊
）
は
、
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
み
れ
ば
、
容
易
に
『
わ
が
闘
争
』M

ein
K

am
pf

へ
の
連
想
を
誘
う
も
の
だ
。「
ア
ウ
シ

ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
後
」
の
人
文
・
社
会
科
学
の
世
界
で
、
こ
の
よ
う
な
題
名
を
冠
し
た
書
物
を
著
し
た
人
物
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味

で
関
心
を
寄
せ
る
者
が
多
く
現
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

し
か
し
、
先
に
引
い
た
ル
カ
ー
チ
の
単
純
明
快
な
評
価
は
、
じ
つ
は
問
題
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
に
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ

の
生
涯
を
た
ど
り
、
彼
の
著
書
を
読
ん
で
い
く
と
、
ル
カ
ー
チ
の
言
明
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
す
る
疑
問
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
湧
い
て
く

る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
言
説
と
活
動
の
意
味
を
、「
ド
イ
ツ
語
圏
」
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
の
み
捉
え
る
こ
と
は
、
は
た
し
て

適
切
な
の
か
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
は
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
「
典
型
」
と
い
え
る
の
か
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
後
の
自

然
認
識
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
彼
の
社
会
理
論
を
規
定
し
て
い
た
の
か
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
「
人
種
」
観
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
歴
史
観
」
と
、
ど
の
程
度
ま
で
親
和
的
な
の
か
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
長
ら
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
グ
ラ
ー
ツ
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
多
く
の
著
書
を
ド
イ
ツ
語
で
出
版
し
た
た
め

に
、「
ド
イ
ツ
的
」
な
学
者
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
著
書
『
社
会
学
概
論
』
の
英
訳
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る

Ｉ
・
Ｌ
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
も
、「
専
門
用
語
の
用
法
か
ら
み
て
も
、
学
問
観
か
ら
み
て
も
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ド
イ
ツ
的
な
時

代
精
神
（the

G
erm

anic
Zeitgeist

）
の
、
互
い
に
対
立
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
に
完
全
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る

[H
orovitz

1963
:13]

。
し
か
し
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
じ
っ
さ
い
に
は
ク
ラ
ク
フ
に
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
系
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ

り
、
グ
ラ
ー
ツ
に
移
住
し
た
の
ち
に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
識
人
と
し
て
の
自
覚
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
の
ち
に
触
れ
る
よ
う
に
、
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ク
ラ
ク
フ
で
の
学
問
的
・
職
業
的
経
験
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
し
て
の
自
己
認
識
に
は
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
の
形
成
過
程

を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
鍵
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。

以
下
の
考
察
は
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
を
、
ド
イ
ツ
よ
り
も
む
し
ろ
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
的
文
脈
の
な
か
に
置
き
な
お
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
進
化
論
の
受
容
の
一
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
社
会
闘
争
論
に
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

（
３
）

歴
史
観
」
か
ら
遡
及
し
て
と
ら
え
る
視
角
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
光
を
あ
て
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
舞
台
の
背
景

と
な
る
一
九
世
紀
後
半
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
的
状
況
に
つ
い
て
、
進
化
論
の
受
容
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

二

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
進
化
論
の
受
容

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
『
種
の
起
原
』
を
刊
行
し
た
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
の
う
え
に
独
立
国
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
存
在
し
な

（
４
）

か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
進
化
論
の
受
容
史
を
考
え
る
う
え
で
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
他
の
諸
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
）
の
事
例
と
は
異
な
る
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
独
立
の
喪
失
と
い
う
状
況
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
識

人
に
よ
る
進
化
論
の
受
け
と
め
方
に
、
な
ん
ら
か
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

マ
リ
ア
・
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
カ
の
長
編
小
説
『
夜
と
昼
』（
一
九
三
一
―
三
四
年
刊
）
に
、
一
八
八
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
地
方
都
市
に
暮
ら
す
イ
ン
テ
リ
青
年
た
ち
の
世
界
を
描
い
た
箇
所
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
高
等
教
育
を
受
け
、
専
門
的
な
知
識
を
も

ち
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
政
府
が
禁
じ
て
い
る
た
め
に
公
的
な
場
で
活
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
、
も
て
余
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
仲
間
う

ち
の
議
論
の
な
か
で
発
散
し
て
い
た
。
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彼
ら
は
い
っ
し
ょ
に
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
や
ハ
ク
ス
リ
ー
の
『
有
機
的
自
然
に
お
け
る
諸
現
象
の
原
因
』
を
読
み
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
を
議
論
し
、
シ
ョ
パ
ン
の
革
命
エ
チ
ュ
ー
ド
や
「
蜂
起
」
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
悲
愴
ソ
ナ
タ
を
弾
き
、
ミ
ツ
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
の
バ
ラ
ッ
ド
や
〔
愛
国
主
義
的
な
〕
歌
を
う
た
い
、〔
散
歩
し
た
り
、
踊
っ

た
り
、〕
植
物
の
野
外
観
察
に
出
か
け
た
り
し
た
。[D�

brow
ska

1982
:14－

15

〔

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
要
約]

。

ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
カ
の
描
く
鬱
屈
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
青
年
知
識
人
た
ち
の
世
界
で
は
、
こ
の
よ
う
に
シ
ョ
パ
ン
や
ミ
ツ
キ
ェ
ー
ヴ

ィ
チ
に
代
表
さ
れ
る
民
族
主
義
的
な
芸
術
と
、
バ
ッ
ク
ル
や
ハ
ク
ス
リ
ー
の
よ
う
な
西
欧
の
新
し
い
思
潮
と
が
一
体
と
な
っ
て
教
養

の
土
台
を
構
成
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
も
含
ま
れ
て
い
る
。

小
説
の
よ
う
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
も
う
少
し
現
実
に
密
着
し
て
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
も
、
似
た
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。
一
八
八
〇
年
代
に
保
守
派
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア
ン
ト
ニ
・
ザ
レ
ス
キ
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
青
年
た
ち
の
風
潮
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

若
い
世
代
は
官
の
世
界
で
仕
え
る
道
を
ま
っ
た
く
塞
が
れ
、
実
務
や
生
活
上
の
必
要
事
を
知
る
機
会
も
持
て
ず
に
い
る
。〔
…

…
〕
若
者
た
ち
は
あ
ま
り
勉
強
す
る
機
会
も
持
て
ず
、
教
師
や
改
革
者
に
食
っ
て
か
か
り
、
伝
統
や
信
仰
や
自
分
の
祖
国
の
生

活
条
件
か
ら
自
分
を
引
き
離
し
て
、
東
欧
を
か
き
乱
し
て
い
る
過
激
な
主
張
や
、
西
欧
の
不
道
徳
な
考
え
方
に
す
り
よ
っ
て
い

く
。〔
…
…
〕
彼
ら
は
西
欧
の
経
済
条
件
を
知
ら
ず
、
し
ば
し
ば
初
歩
的
な
知
識
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
に
、
い
き
な

り
準
備
も
な
し
に
マ
ル
ク
ス
や
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
社
会
学
や
経
済
学
、
ヘ
ル
マ
ン
や
コ
ン
ト
や
リ
ト
レ
や
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
の
哲
学
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ハ
ク
ス
リ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
ト
の
自
然
科
学
、
バ
ッ
ク
ル
や
ド
レ
イ
パ
ー
の
歴
史
学
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

彼
ら
は
、
そ
こ
か
ら
く
す
ね
た
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
仮
説
の
域
を
出
な
い
程
度
の
決
ま
り
文
句
で
武
装
し
て
、
上
の
世
代
の
人
び

と
や
ら
、
旧
世
界
や
ら
、
ま
だ
傷
が
い
え
ず
に
痛
み
に
耐
え
て
い
る
祖
国
や
ら
に
殴
り
か
か
り
、
そ
の
専
断
的
で
生
か
じ
り
の
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教
義
を
振
り
か
ざ
し
て
相
手
を
引
き
ず
り
回
し
、
苦
し
め
、
悩
ま
せ
る
。[Zaleski

1971
:406]

こ
の
時
代
の
怒
れ
る
若
者
た
ち
が
知
的
に
武
装
す
る
た
め
の
道
具
だ
て
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
や
コ
ン
ト
と
並
ん

で
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ハ
ク
ス
リ
ー
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
を
統
計
的
に
裏
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ひ
と

つ
の
手
が
か
り
と
し
て
一
八
九
〇
年
代
初
頭
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
内
の
図
書
館
の
貸
出
デ
ー
タ
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
表
１
は
、
フ
ミ
ェ

ル
ナ
通
り
三
四
番
地
に
あ
っ
た
私
設
図
書
館
で
貸
し
出
さ
れ
た
図
書
の
う
ち
、
文
芸
書
と
児
童
書
以
外
の
分
野
で
貸
出
件
数
の
多
い

著
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
。
進
化
論
に
関
連
す
る
分
野
の
翻
訳
書
（
マ
ン
テ
ガ
ッ
ツ
ァ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、

ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
、
ハ
ク
ス
リ
ー
）
が
多
く
、
ま
た
、
自
然
科
学
・
哲
学
書
の
な
か
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
書
が
比
較
的
よ
く
貸
し
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る[K

ostecki
1986

:190,Tabela
4]

。

彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
思
想
的
環
境
の
も
と
で
、
こ
れ
ら
の
「
教
義
」
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
八
八
〇
年
代
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
思
想
史
上
「
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
（pozytyw

izm

）」
と
呼
ば
れ
る
思
潮
が
支
配
的
で
あ
っ
た

（
５
）

時
期
に
あ
た
る
。
一
九
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
思
想
史
に
は
い
く
つ
か
の
転
換
点
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
民
族
解
放
運
動
の
動
向
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
一
月
蜂
起
（
一
八
六
三
―
六
四
年
）
の
敗
北

で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
相
次
い
だ
武
装
蜂
起
の
な
か
で
も
最
大
規
模
の
こ
の
蜂
起
が
敗
北
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
若
い
世
代
の

知
識
人
の
あ
い
だ
で
は
、
そ
れ
ま
で
民
族
主
義
運
動
を
支
え
て
き
た
ロ
マ
ン
主
義
的
な
哲
学
や
思
想
に
対
す
る
反
動
が
生
じ
た
。「
ポ

ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
新
し
い
世
代
の
論
者
た
ち
は
、
非
合
法
的
な
地
下
活
動
で
は
な
く
、
合
法
的
で
日
常
的
な
活

動
を
つ
う
じ
て
民
族
再
生
の
道
を
探
る
こ
と
を
主
張
し
、「
有
機
的
労
働
（praca

organiczna

）」、「
土
台
に
お
け
る
労
働
（praca

na
dole

）」
な
ど
、
労
働
倫
理
を
尊
重
し
、
社
会
的
に
有
益
な
経
済
活
動
を
奨
励
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
教

育
水
準
の
向
上
を
は
か
り
、
西
欧
の
進
ん
だ
科
学
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
の
潜
在
的
な
能
力
を

� 進化論から見た社会
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高
め
る
べ
き
で
あ
る
と
も
主
張
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
科
学
技
術
の
発
展
が
社
会
改
良
や
民
族
再
生
に
つ
な
が
る
と
す
る
、
進
歩

表１ 文芸書・児童書以外の分野で貸出件数の多い著述家

（１８９０―９１年 ワルシャワ、フミェルナ通りの私設図書館の場合）

貸 出 件 数

１冊当り

の件数

２４．０

９．７

２０．５

５．０

１３．０

６．２５

２３

７．７

６．３

６．３

１０．０

２０．７５

７．６

１５．７

５．９

８．０

１０．３

８．０

１０．５

１６．０

８．０

８．０

７．５

３２

著者当り

の件数

７２

５８

４１

３０

２６

２５

２３

２３

１９

１９

９０

８３

５３

４７

４１

３２

３１

２４

２１

１６

１６

１６

１５

３２

蔵書

冊数

３

６

２

６

２

４

１

３

３

３

９

４

７

３

７

４

３

３

２

１

２

２

２

１

著 者

P. マンテガッツァ

Ch. R. ダーウィン

A. キュレル

H. スペンサー

J. W. ダヴィド

C. フラマリオン

C. ロンブローゾ

A. シフィエントホスキ

T. リボ

T. H. ハクスリー

P. フミェロフスキ

A. J. ロール

H. A. テーヌ

W. スパソヴィチ

G. ブランデス

J. S. ミル

E. オジェシコーヴァ

K. ヤロホフスキ

H. ドレイパー

A. バギンスキー

T. B. マコーレー

K. マルクス

E. L. V. ラヴレイユ

E. アミーキス

自

然

科

学

・

哲

学

社

会

科

学

地理
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主
義
的
で
功
利
主
義
的
な
科
学
観
が
あ
っ
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
影
響
は
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
社
会
主
義
運
動
や
新
た
な

民
族
主
義
運
動
の
台
頭
に
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
初
の
楽
観
的
な
進
歩
へ
の
確
信
が
揺
ら
ぎ
、
変
質
を
き
た
し
な
が
ら
も
、
一

（
６
）

八
九
〇
年
代
ま
で
持
続
す
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
作
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
へ
の
翻
訳
・
紹
介
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
新
し
い
思
潮
が
支
配
的
と
な
る
時
期
に
行
な

わ
れ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
影
響
が
い
ち
は
や
く
及
ん
だ
の
は
、
ロ
シ
ア
支
配
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
領
で
あ
っ
た
。
現
在
の
ワ
ル
シ

（
７
）

ャ
ワ
大
学
の
前
身
に
あ
た
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
学
校
（Szko�

a
G�

ów
na

W
arszaw

ska

）
で
は
、
一
月
蜂
起
が
始
ま
る
前
年
に
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
・
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
に
『
種
の
起
原
』
に
接
し
た
デ
ィ
ボ

フ
ス
キ
は
、
一
八
六
二
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
学
校
の
動
物
学
講
座
に
着
任
後
、
た
だ
ち
に
そ
の
内
容
を
講
義
で
と
り
あ
げ
た
。
こ

れ
は
、
大
学
の
講
座
で
行
な
わ
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
講
義
と
し
て
は
、
イ
ェ
ナ
大
学
に
お
け
る
ヘ
ッ
ケ
ル
の
講
義
と
並
ん

で
、
世
界
的
に
も
っ
と
も
早
い
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
の
ち
に
彼
は
こ
の
と
き
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

一
八
六
二
年
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
学
問
を
学
ぶ
若
者
た
ち
が
火
に
か
け
た
鍋
の
よ
う
に
ぐ
ら
ぐ
ら
と
沸
き
立
っ
て
い
る
と
き
に
、

私
は
、
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
学
校
で
、
動
物
学
と
比
較
解
剖
学
の
講
義
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
分

野
は
、
一
八
五
九
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
名
高
い
天
才
的
著
作
が
公
刊
さ
れ
て
以
後
、
そ
れ
ま
で
予
感
さ
え
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
、
新
し
い
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
、
祖
国
で
最
初
に
進
化
論
の
さ
ま
ざ
ま
な

論
点
を
説
明
し
、
こ
の
理
論
が
人
類
の
思
想
界
に
も
た
ら
し
た
重
要
性
を
示
す
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
す
で
に

そ
れ
以
前
に
幾
度
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
進
歩
的
な
若
者
た
ち
の
私
的
な
会
合
で
、
進
化
論
の
主
な
原
理
を
解
説
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
私
が
進
化
論
の
支
持
者
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
熱
心
な
崇
拝
者
で
あ
る
こ
と
は
、
世
に

�

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。[K

uznicki
1987

:323

よ
り
引
用]
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一
月
蜂
起
の
勃
発
後
、
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
は
蜂
起
へ
の
関
与
を
問
わ
れ
て
シ
ベ
リ
ア
に
流
刑
さ
れ
た
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
学
校
の

講
座
は
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ジ
ェ
シ
ニ
ョ
フ
ス
キ
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
進
化
論
の
講
義
も
継
続
し
て
行
な
わ
れ
た[Ibid.:324]

。

デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
自
身
は
、
刑
期
を
終
え
た
の
ち
一
八
八
四
年
に
ル
ヴ
フ
大
学
の
動
物
学
講
座
に
着
任
し
、
こ
こ
で
も
講
義
や
大
学
外

で
の
啓
蒙
活
動
を
つ
う
じ
て
進
化
論
の
普
及
に
貢
献
し
た[B

rz�
k

1982
:

22－
28]

。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
作
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
へ
の
翻
訳
は
、
や
や
遅
れ
て
一
八
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
。『
種
の
起
原
』（
原
著
一
八
五

九
年
刊
）
は
、
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
マ
イ
ツ
ェ
ル
に
よ
る
部
分
訳
が
一
八
七
三
年
、
シ
モ
ン
・
デ
ィ
ク
ス
テ
イ
ン
と
ユ
ゼ
フ
・
ヌ
ス
バ
ウ

（
８
）

ム
に
よ
る
全
体
の
翻
訳
が
一
八
八
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
人
間
の
由
来
』（
原
著
一
八
七
一
年
刊
）
は
、
一

（
９
）

八
七
四
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
、
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
マ
ス
ウ
ォ
フ
ス
キ
に
よ
る
翻
訳
が
二
巻
三
分
冊
の
か
た
ち
で
出
版
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
原
著
の
第
一
部
に
あ
た
る
『
人
間
の
由
来
に
つ
い
て
』
は
、
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
編
集
長
を
つ
と
め
る
ク
ラ

ク
フ
の
出
版
社
「
故
国
」
よ
り
刊
行
さ
れ
た[K

oz�
ow

ska- Sabatow
ska

1978
:80]

。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
作
と
し
て
は
さ
ら
に
、『
人

（
�
）

間
お
よ
び
動
物
の
表
情
』
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
が
原
著
の
刊
行
の
翌
年
（
一
八
七
三
年
）
に
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、
一
八
八
〇
年
代
後

半
に
『
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
』、『
飼
育
動
物
お
よ
び
栽
培
植
物
の
変
異
』、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
編
の
自
伝
と
書
簡
集
が
相

（
�
）

次
い
で
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
現
在
、
も
っ
と
も
標
準
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

（
�
）

刊
行
さ
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
選
集
（
全
八
巻
）
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
種
の
起
原
』
は
、
デ
ィ
ク
ス
テ
イ
ン
と
ヌ
ス
バ
ウ
ム
に
よ
る

訳
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
生
存
闘
争
（w

alka
o

byt
）
や
自
然
選
択
（dobór

naturalny

）
の
よ
う
な
基
本
的
な

概
念
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
は
、
一
九
世
紀
末
に
作
ら
れ
た
訳
語
が
現
在
に
至
る
ま
で
通
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ヤ
ン
・
ト
ム
コ
フ
ス
キ
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
図
書
館
の
な
か
で
生
ま
れ
た
」と
指
摘
し
て
い
る[Tom

kow
-

闘争する社会
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ski
1993

:23]

。
こ
の
時
期
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
限
ら
ず
、
数
多
く
の
西
欧
の
自
然
科
学
・
社
会
科
学

書
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
翻
訳
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
ず
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
Ｈ
・
バ
ッ
ク
ル
、
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
、
Ｊ
・
Ｗ
・
ド
レ
イ
パ
ー
ら
の
著
書
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
訳
さ
れ
、
多
く
の
読
者
に
迎
え
ら
れ
た
。
Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
翻
訳

は
、
や
や
遅
れ
て
一
八
八
〇
年
代
以
降
に
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
た
。
他
方
で
、
八
〇
年
代
に
は
、
マ
ル
ク
ス
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

主
義
関
係
の
文
献
（『
共
産
党
宣
言
』
一
八
八
三
年
刊
、『
資
本
論
』
第
一
巻
一
八
八
四
年
刊
）
や
、
モ
ー
ガ
ン
や
タ
イ
ラ
ー
の
人
類
学

の
研
究
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
刊
行
さ
れ
た[M

arkiew
icz

1980
:419－

421]

。
進
化
論
の
受
容
を
論
ず
る
さ
い
に
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
ワ
ン
・
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
若
い
世
代
の
教
養
を
構
成
し
て
い
た
点
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

翻
訳
と
は
別
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ヘ
ッ
ケ
ル
の
学
説
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
紹
介
す
る
書
物
や
論
文
も
数
多
く
書
か
れ
た[H

ochfel-

dow
a

and
Skarga

1980
:42－

51]
。
た
だ
し
、
そ
の
な
か
に
は
進
化
論
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
書
か
れ
た
著
作
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
影
響
の
高
ま
り
に
と
く
に
警
戒
心
を
強
め
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
っ
た
。
ス
テ
フ
ァ
ン
・
パ
ヴ
リ

（
�
）

ツ
キ
、
ミ
ハ
ウ
・
ノ
ヴ
ォ
ド
ゥ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ら
の
神
学
者
は
、
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
立
場
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
批
判
し
た
。

ま
た
、
医
学
者
ヘ
ン
リ
ク
・
ホ
イ
エ
ル
の
よ
う
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
学
問
的
功
績
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
進
化
論
か
ら
極
端
な
唯
物

�

論
や
創
造
主
の
否
定
が
導
き
だ
さ
れ
る
こ
と
に
警
戒
感
を
表
明
す
る
論
者
も
い
た[K

uznicki
1987

:325－
326]

。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

に
よ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
の
紹
介
は
、
こ
の
よ
う
に
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
論
争
を
つ
う
じ
て
行
な
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

も
っ
と
も
、
当
時
の
読
書
人
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
を
ど
こ
ま
で
正
確
に
理
解
し
て
い
た
の
か
、
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
ケ
ー
ス

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
八
六
九
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ガ
リ
チ
ア
の
都
市
ル
ヴ
フ
（
ド
イ
ツ
名
レ
ン
ベ
ル
ク
、
現

在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
リ
ヴ
ィ
ウ
）
で
殺
人
犯
の
弁
護
に
あ
た
っ
た
あ
る
弁
護
士
は
、
事
件
は
被
告
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
コ
ン
ト

� 進化論から見た社会
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の
著
作
を
読
み
耽
り
、
人
間
的
な
感
情
を
失
っ
た
た
め
に
起
き
た
と
し
て
、
減
刑
を
求
め
て
い
る[B

rz�
k

1982
:21]

。
ま
た
、
当

時
の
新
聞
や
回
想
録
に
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
「
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
博
士
」
を
自
称
し
て
四
つ
ん
這
い
で
歩
く
哲

学
青
年
や
、
ゴ
リ
ラ
の
雌
と
交
わ
っ
て
ど
の
よ
う
な
子
供
が
生
ま
れ
る
か
実
験
す
る
こ
と
を
熱
望
す
る
若
者
が
登
場
す
る[Ibid.:21

－
22]

。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ポ
ー
タ
ー
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
多
く
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
書
を
じ
っ
さ
い
に
読
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す

証
拠
は
少
な
く
、「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
」の
名
は
む
し
ろ
新
し
い
思
潮
を
表
す
一
種
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
用
さ
れ
た
と
指
摘
す
る[Porter

2000
:47－

48]
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
表
層
的
な
受
容
も
含
め
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
影
響
が
、
学
問
的
な
次
元
を
越
え

て
一
種
の
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
影
響
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
数
世
代
に
わ
た

っ
て
持
続
し
た
。
一
八
七
八
年
生
ま
れ
の
思
想
家
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ブ
ジ
ョ
ゾ
フ
ス
キ
は
、『
回
想
録
』（
一
九
一
〇
―
一
一
年
に
執

筆
）
の
な
か
で
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
を
振
り
返
っ
て
こ
う
記
し
て
い
る
。「
ま
さ
し
く
こ
の
年
〔
一
八
九
五
年
〕、
私
は
ダ
ー
ウ
ィ

ン
に
あ
る
程
度
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
『
種
の
起
原
』
の
な
か
か
ら
幾
つ
か
の
章
を
読
み
、
彼
の
立
場
が
全
体
と
し
て
拠
っ

て
た
つ
思
想
と
そ
の
性
格
を
理
解
し
た
。〔
…
…
〕
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
者
（darw

inista

）
と
い
う
呼
び
名
は
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
い
だ

で
は
、
仲
間
で
あ
る
か
ど
う
か
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
人
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
に
ど
う
い
う
態
度
を
と
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
人
び
と
を
分
類
し
た
の
で
あ
る
」[B

rzozow
ski2000

:61]

。

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
、
西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
知
識
や
思
想
に
多
く
を
負
っ
て
い
た
が
、
そ
の
当
事
者
は
、
か
な
ら
ず
し
も
自

ら
を
外
来
の
文
化
の
た
ん
な
る
代
弁
者
と
み
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
代

表
す
る
著
述
家
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ホ
フ
ス
キ
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
土
着
的
な
性
格
に
つ
い
て
、
ま
た
進
化

論
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
若
き
雑
誌
」〔
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
が
依
拠
す
る
一
連
の
進
歩
的
な
雑
誌
を
指
す
〕
の
闘
士
た
ち
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム

闘争する社会
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の
文
献
に
十
分
通
じ
る
前
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
と
名
乗
っ
た
と
い
う
の
で
、
非
難
さ
れ
た
。
そ
れ
は
じ
っ
さ
い
そ
の
通
り
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
彼
ら
を
貶
め
る
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
は
、
こ
の
運

動
が
自
生
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
思
潮
が
外
国
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
も
の
で
な
く
、
こ
の
土
地
の
、
つ
ま
り
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
土
壌
の
な
か
か
ら
湧
き
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
然
な
発
展
の
必
然
性
の
な
か
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。〔
…
…
〕
彼
ら
は
コ
ン
ト
の
信
奉
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。〔
…
…
〕
彼
ら

の
主
な
師
と
な
っ
た
の
は
、
リ
ー
ル
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ら
で
あ
る
。〔
…
…
〕
彼
ら
は
進

�

化
論
者
（ew

olucjonisci

）
を
自
称
し
て
い
た
。
こ
の
名
称
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
に
特
有
の
も
の
で
あ
っ

た
。[Tom

kow
ski

1993
:22

よ
り
引
用]

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
土
壌
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
進
化
論
者
」
で
あ
る
と
い
う
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ホ
フ
ス
キ
の
認

識
は
、
以
下
で
考
察
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
自
己
認
識
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

他
方
で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
進
化
論
の
受
容
に
さ
い
し
て
「
生
存
闘
争
」
を
強
調
せ
ず
、
ま
た
、「
闘

争
」
に
つ
い
て
語
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
形
態
が
肉
体
的
な
実
力
行
使
に
よ
る
闘
争
か
ら
労
働
や
知
的
活
動
に
よ
る
闘
争
へ
と

「
進
歩
（post�

p

）」
す
る
点
を
重
視
し
た
。
た
と
え
ば
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ホ
フ
ス
キ
は
、
労
働
こ
そ
が
「
生
存
闘
争
に
お
け
る
主
た
る

（
�
）

力
」
で
あ
り
、「
諸
民
族
の
運
命
を
決
定
す
る
」
と
主
張
す
る[Porter

2000
:58－

74]

。
こ
の
点
は
、「
闘
争
」
の
暴
力
的
本
質
を

不
変
の
社
会
法
則
と
し
て
前
面
に
押
し
出
す
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
―
―
と
く
に
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
人
種
闘
争
論
―
―

と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。

そ
れ
で
は
、
闘
争
の
社
会
的
意
義
を
強
調
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
は
、
ど
の
よ
う
な
「
土
壌
」
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
彼
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

� 進化論から見た社会
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三

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
�
）

ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
一
八
三
九
年
に
ク
ラ
ク
フ
で
生
ま
れ
た
。
ク
ラ
ク
フ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
、「
ク
ラ
ク

フ
共
和
国
」
と
呼
ば
れ
る
中
立
地
域
を
形
成
し
て
い
た
が
、
一
八
四
六
年
以
降
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ガ
リ
チ
ア
に
編
入
さ
れ
た
。
ル

（
�
）

ド
ヴ
ィ
ク
の
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
商
人
で
あ
っ
た
。

ル
ド
ヴ
ィ
ク
が
生
ま
れ
た
当
時
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
住
民
は
、
一
定
額
以
上
の
納
税
者
を
除
け
ば
、
ク
ラ
ク
フ
の
中
心
部
に
家
を
構
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
家
は
、
ク
ラ
ク
フ
の
南
に
あ
る
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
に
住
ん
で
い
た
。
カ
ジ

ミ
ェ
シ
ュ
の
ユ
ダ
ヤ
系
人
口
比
は
高
く
、
一
八
九
〇
年
の
統
計
で
は
七
六
・
三
％
に
達
し
て
い
る[K

arolczak
1991

:252,
Tabela

2]

。
し
か
し
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
経
済
的
に
成
功
し
て
高
額
納
税
者
と
な
り
、
ク
ラ
ク
フ
の
中
心
部
に
家
と
店
舗
を
購
入
し
た
。
一
八

五
〇
年
代
末
に
一
家
が
移
り
住
ん
だ
シ
ル
ド
ミ
ェ
シ
チ
ェ
地
区
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
口
比
は
八
・
五
％
に
過
ぎ
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
住
民
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
市
参
事
会
員
と
し
て
ク
ラ
ク
フ
の
市
政
に
も
発
言
権
を
も
つ
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
の
有
力
者
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
や

フ
ラ
ン
ス
語
の
書
籍
を
集
め
て
私
設
の
図
書
館
を
開
設
す
る
な
ど
啓
蒙
活
動
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
同
化
推
進
論
者
で
あ

っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
日
常
は
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
的
な
服
装
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
服
を
着
て
い
た
が
、
首
都
ウ
ィ
ー
ン
に
陳
情

に
行
く
と
き
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
と
い
う[B�

k
1960－

61
:149]

。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
に
居
住
す
る

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
民
族
意
識
の
重
層
性
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
（
写
真
参
照
）。

父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
経
済
力
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
と
り
ま
く
制
約
を
部
分
的
に
乗
り
越
え
た
の
に
対
し
て
、
子
ル
ド
ヴ
ィ
ク

闘争する社会
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は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
出
自
に
伴
う
障
壁
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
道
程
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ル

ド
ヴ
ィ
ク
は
、
ク
ラ
ク
フ
の
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
、
次
い
で
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
法
律
を
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
動
す
る
一
方
、
一
八
六
二
年
に
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
で
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の
翌
年
、
一
月
蜂
起
が
勃
発
す
る
。
ル
ド

ルドヴィク・グンプロヴィチ

（１８６３年、１月蜂起当時）

ルドヴィクと長男マクシミリアン

（のち中世史家）

[Ba�aban１９９１：６７２]

写真１ グンプロヴィチ家の肖像

ルドヴィクの妻フランチシュカ

ポーランドの民族衣装を着た父ア

ブラハム（右）と弟マクシミリアン・

テオフィル

� 進化論から見た社会
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ヴ
ィ
ク
と
兄
イ
グ
ナ
ツ
ィ
も
蜂
起
軍
に
加
わ
り
、
市
の
中
心
部
に
あ
っ
た
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
邸
は
負
傷
兵
を
収
容
す
る
野
戦
病
院
と

な
っ
た[B

a�
aban

1991
:706]

。
た
だ
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
解
放
運
動
に
対
す
る
ル
ド
ヴ
ィ
ク
の
姿
勢
は
、
一
定
の
批
判
的
距
離

を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
蜂
起
が
起
こ
る
以
前
に
友
人
に
宛
て
て
書
か
れ
た
手
紙
の
な
か
で
、
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
民
族
運
動

に
厳
し
い
眼
を
向
け
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
主
導
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
運
動
は
、
民
衆
の
不
満
を
宗
教
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
動
員
す
る
ば
か
り
で
、
そ
の
結
果
、「
と
く
に
下
層
の
人
び
と
に
み
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
真
に
受
け
て
礼
拝
の
た
め
に

仕
事
を
離
れ
、
狂
信
と
愚
考
に
陥
る
人
た
ち
が
い
る
。
誰
ひ
と
り
と
し
て
働
か
ず
、
熟
考
せ
ず
、
分
別
を
も
っ
て
思
考
し
な
い
」（
一

八
六
一
年
一
〇
月
一
〇
日
付
。B

arycz
[1963

:186－
187]

よ
り
引
用
）。
民
族
主
義
運
動
の
非
合
理
的
側
面
と
日
々
の
労
働
を
軽
視
す

る
傾
向
を
批
判
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
近
い
発
想
を
一
月
蜂
起
以
前
に
す
で
に
持
っ
て
い
た
と
も
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

（
�
）

一
八
六
八
年
、
ル
ド
ヴ
ィ
ク
は
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
に
教
授
資
格
論
文
を
提
出
す
る
が
、「
厳
密
性
と
公
平
性
の
欠
如
」
を
理
由
に

却
下
さ
れ
た
。
二
篇
の
提
出
論
文
の
う
ち
、
と
く
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
制
史
上
の
地
位
を
考
察
し
た
第
二
論
文
が
、
親
カ

ト
リ
ッ
ク
的
な
審
査
委
員
の
反
発
を
招
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る[G

ella
1966

:55－
56]

。
こ
の
論
文
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ

人
問
題
に
か
ん
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
歴
史
認
識
と
同
時
代
認
識
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、

一
四
世
紀
後
半
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
三
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
政
策
を
高
く
評
価
す
る
。
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
三
世
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
を
「
国
民
の
他
の
諸
階
層
に
近
づ
け
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
国
民
を
ひ
と
つ
の
政
治
体
へ
と
融
合
さ
せ
る
」
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
グ

ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
五
〇
〇
年
前
に
打
ち
出
さ
れ
た
こ
の
同
化
政
策
の
な
か
に
、
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
解
決
す
る
方
向
性
を

見
い
だ
そ
う
と
す
る
。
他
方
で
彼
は
、
宗
教
的
立
場
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
国
民
の
他
の
諸
階
層
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
政
策
に
は
否
定
的
な
評
価
を
く
だ
し
た[G

um
plow

icz
1867

:17－
18,

26－
27,

52－
53]

。

こ
の
立
場
は
、
一
八
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
改
革
案
』
で
も
維
持

闘争する社会
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さ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
後
半
の
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
め
ぐ
る
改
革
案
を
検
討
し
た
う
え
で
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
同
時
代
の
ガ
リ

�

�

チ
ア
社
会
を
、
い
ま
だ
「
国
民
的
段
階
（narodow

y
stopien

rozw
oju

）」
に
達
し
な
い
「
種
族
的
段
階
（szczepow

y
stopien

rozw
oju

）」
に
あ
る
も
の
と
規
定
す
る
。
種
族
的
段
階
の
社
会
で
は
、
諸
社
会
層
が
種
族
的
・
カ
ー
ス
ト
的
利
害
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
、
互
い
に
対
立
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
対
立
も
、
こ
の
よ
う
な
種
族
的
敵
対
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
分
断
を
克
服
し
、
諸
社
会
層
が
融
合
す
る
国
民
的
段
階
に
移
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
移
行
を
促
進
す
る
唯
一
の
手
段
は
、
教
育
と
啓
蒙
で
あ
る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
伝
統
を
ふ
ま

え
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
普
通
教
育
の
実
施
と
、
教
師
の
養
成
が
急
務
で
あ
る
と
主
張
す
る[G

um
plow

icz
1875

:59－
63]

。

ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
基
本
的
に
は
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
同
じ
く
ユ
ダ
ヤ
人
同
化
論
者
で
あ
っ
た[Zarem

ba- Piekara

1970
:31]

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
論
考
が
示
す
よ
う
に
、
彼
の
目
指
す
「
同
化
」
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
独
自
性
を
捨
て
て

キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
含
む
諸
社
会
集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
固
有
性

を
維
持
し
な
が
ら
、
よ
り
高
次
の
「
国
民
」
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
考
察
は
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
を
複
数
の
異
質
な
集
団
間
の
関
係
に
還
元
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
の
原
点
を
示
し
て
い
る
と
同
時

に
、
教
育
と
啓
蒙
に
よ
る
国
民
形
成
の
主
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
社
会
観
が
出
発
点
に
お
い
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
主

流
に
近
い
社
会
進
化
の
展
望
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
も
証
言
し
て
い
る
。

ク
ラ
ク
フ
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
一
八
六
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌『
故
国
』Kraj

（
�
）

の
編
集
者
と
な
っ
た
。『
故
国
』
は
、
保
守
的
な
ガ
リ
チ
ア
の
言
論
界
に
あ
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
思
潮
を
代
表
す
る
雑
誌
で

あ
り
、「
有
機
的
労
働
」
の
主
張
を
支
持
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
国
家
の
分
離
、
教
育
の
世
俗
化
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
化
推
進
を
唱

え
た[M

arkiew
icz

1980
:73－

75
;

Zarem
ba- Piekara

1970
:17,

19－
20,

22－
31]

。『
故
国
』
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
知
識
人
は
、

『
人
間
の
由
来
』
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
訳
し
た
マ
ス
ウ
ォ
フ
ス
キ
を
は
じ
め
と
し
て
、
進
化
論
の
紹
介
・
普
及
に
も
熱
心
で
あ
っ
た

� 進化論から見た社会
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[K
ozlow

ska- Sabatow
ska

1978
:74－

83]

。
初
等
教
育
の
義
務
化
や
女
子
教
育
の
拡
充
の
要
求
な
ど
、
民
族
自
立
の
基
盤
と
し
て

教
育
・
啓
蒙
の
役
割
を
重
視
す
る
『
故
国
』
の
論
調
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
め
ぐ
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
主
張
と
も
一
致
し
て
い
た

[Zarem
ba- Piekara

1970
:26－

29]

。
し
か
し
、
こ
の
雑
誌
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
保
守
派
の
論
客
が
強
い
影
響
力
を
も
つ
ク
ラ

ク
フ
で
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ず
、
出
版
活
動
は
わ
ず
か
五
年
で
破
綻
し
た
。

『
故
国
』
廃
刊
の
翌
年
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
ク
ラ
ク
フ
を
去
り
、
グ
ラ
ー
ツ
に
移
住
し
た
。
翌
七
六
年
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は

グ
ラ
ー
ツ
大
学
で
教
授
資
格
を
取
得
し
、
以
後
、
同
大
学
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
主
に
ド
イ
ツ
語
で
多
く
の
著
書
を
著
し
た
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
法
学
の
講
義
を
担
当
す
る
と
同
時
に
社
会
学
の
研
究
も
進
め
た
た
め
、
著
作
も
二
つ
の
系
列
に
分
か
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
社
会
学
の
系
列
に
限
定
し
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
に
と
っ
て
重
要
な
「
人
種
」
概
念
は
、
グ
ラ
ー
ツ
へ
の
移
住
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
人
種
と
国
家
』

（
一
八
七
五
年
刊
）
の
な
か
で
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
た
。
人
種
闘
争
論
の
着
想
は
『
人
種
闘
争
』（
一
八
八
三
年
刊
）
の
な
か
で
具
体

的
に
展
開
さ
れ
、
翌
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
学
概
論
』
に
お
い
て
独
自
の
社
会
学
の
体
系
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
の

二
著
に
よ
っ
て
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
学
理
論
の
枠
組
み
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、『
社
会

学
体
系
』（
一
八
八
七
年
刊
）と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
も
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、『
社
会
学
と
政
治
』（
一
八
九
二
年
刊
）、『
社

会
学
的
国
家
理
念
』（
一
八
九
二
年
刊
）、『
社
会
学
的
エ
ッ
セ
イ
』（
一
八
九
九
年
刊
）、『
社
会
哲
学
要
論
』（
一
九
一
〇
年
刊
）
な
ど

（
�
）

多
数
の
著
書
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
ド
イ
ツ
語
以
外
の
言
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

グ
ラ
ー
ツ
に
移
住
後
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
に
改
宗
し
た
。
大
学
に
職
を
え
た
グ
ン
プ
ロ
ヴ

ィ
チ
の
生
活
は
表
面
的
に
は
平
穏
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
晩
年
は
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
九
七
年
、
中
世
史
家
と

し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
長
男
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
、
失
恋
の
痛
手
か
ら
自
殺
す
る
。
そ
の
後
、
長
ら
く
眼
を
患
っ
て
い
た
夫

人
が
失
明
し
、
自
ら
も
舌
癌
に
苦
し
ん
だ
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
一
九
〇
九
年
、
夫
人
と
共
に
青
酸
カ
リ
を
飲
ん
で
世
を
去
っ
た
。
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こ
の
自
殺
は
冷
静
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
あ
ら
か
じ
め
友
人
た
ち
に
別
れ
の
手
紙
を
書
き
送
り
、
毒
を
飲
む

ま
え
に
警
察
に
届
け
を
出
し
て
い
る[G

ella
1966

:61－
62]

。
こ
の
、
あ
る
意
味
で
醒
め
た
最
期
の
迎
え
方
は
、
次
に
検
討
す
る
グ

ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
の
根
底
に
あ
る
世
界
観
と
も
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
学
体
系
―
―
進
化
論
と
の
関
連
を
中
心
に

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
学
理
論
は
網
羅
的
な
体
系
と
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
の
論
点
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
以
下
で
は
、
主
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
書
か
れ
た
『
社
会
学
体
系
』（
一
八
八
七
年
刊
）
に
拠
り
な
が
ら
、
進

化
論
に
関
連
す
る
論
点
に
絞
っ
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

独
自
の
自
然
過
程
と
し
て
の
社
会
過
程

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
学
は
、
人
類
史
を
自
然
法
則
の
も
と
に
包
摂
す
る
一
元
論
的
な
立
場
を
前
提
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
従

来
の
人
類
史
に
対
す
る
見
方
を
、
次
の
三
つ
に
整
理
す
る
。（
一
）人
間
の
歴
史
は
神
の
摂
理
に
よ
る
と
い
う
有
神
論
的
な
見
方
。（
二
）

理
性
と
自
由
意
志
に
よ
っ
て
人
類
が
進
歩
し
て
き
た
と
い
う
合
理
主
義
的
・
自
由
意
志
的
な
見
方
。（
三
）
人
類
史
は
自
然
過
程
の

一
部
で
あ
り
、
人
間
の
理
性
や
自
由
意
志
が
人
間
の
運
命
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
法
則
が
歴
史
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う

自
然
主
義
的
な
見
方
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
自
身
は
（
一
）・（
二
）
を
退
け
、（
三
）
の
立
場
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
流

の
歴
史
哲
学
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る[G

um
plow

icz
1887

:26－
39]

。

一
元
論
の
立
場
に
た
つ
と
社
会
過
程
も
ま
た
一
種
の
自
然
過
程
と
み
な
さ
れ
る
が
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、「
独
自
の
自
然
過
程

� 進化論から見た社会
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と
し
て
の
社
会
過
程
（proces

spo�
eczny

jako
proces

naturalny
sui

generis

）」
と
い
う
考
え
方
を
導
入
し
、
社
会
過
程
を
物

理
的
領
域
や
心
理
的
領
域
に
お
け
る
変
化
に
還
元
す
る
こ
と
に
は
異
議
を
唱
え
た
。「
一
方
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
人
類
史
と
各
社
会

の
発
展
は
自
然
過
程
と
し
て
生
起
す
る
と
す
る
社
会
学
者
た
ち
の
見
解
を
全
面
的
に
受
け
い
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
社
会
過
程
を
、
こ
れ
ま
で
設
定
さ
れ
て
き
た
自
然
的
諸
過
程
の
階
級
の
い
ず
れ
か
の
も
と
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
は
同
意
で
き

な
い
。〔
…
…
〕
社
会
過
程
は
独
自
の
自
然
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
上
述
の
自
然
的
諸
過
程
の
い
ず
れ
と
も
同
一
視
す
る
べ
き
で

は
な
い
」[Ibid.:142]
。
つ
ま
り
、
社
会
法
則
は
そ
の
ま
ま
自
然
法
則
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
メ
タ
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
事
象
に

還
元
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

社
会
学
の
対
象
と
な
る
社
会
的
現
象
（zjaw

isko
spo�

eczne

）
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
世
界
の

諸
現
象
は
、
物
理
的
現
象
（
生
物
学
的
現
象
、
生
理
学
的
現
象
を
含
む
）、
心
理
的
現
象
（
本
質
的
に
個
人
的
現
象
と
み
な
さ
れ
る
）、

社
会
的
現
象
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
社
会
的
現
象
と
は
、「
人
間
の
諸
集
団
や
諸
集
合
の
相
互
作
用
と
し
て
生
じ
る

人
び
と
や
人
間
集
団
の
あ
い
だ
の
関
係
」
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
現
象
の
単
位
は
、
種
族
に
は
じ
ま
り
国
家
や
民
族
に
い

た
る
集
団
で
あ
り
、
個
人
は
社
会
的
次
元
で
は
第
一
義
的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
集
団
の
な
か
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
言
語
や

慣
習
や
道
徳
や
法
律
は
、
社
会
精
神
的
現
象
（zjaw

isko
spo�

eczno- duchow
e

）
と
呼
ば
れ
る[Ibid.:130－

131,
202－

203]

。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
考
え
る
社
会
的
世
界
に
お
い
て
は
、
個
人
で
は
な
く
、
社
会
的
諸
集
団
が
運
動
の
主
体
で
あ
り
、
ま
た
闘
争

の
主
体
で
あ
る
。「
社
会
生
活
の
内
容
は
、
諸
社
会
集
団
の
作
用
と
反
作
用
に
尽
き
て
い
る
」[Ibid.:435]

。
人
間
の
思
考
の
源
泉

も
ま
た
、
個
々
の
人
間
の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
彼
が
属
す
る
社
会
集
団
の
な
か
に
あ
る
。「
個
人
が
思
考
す
る
の
で
は
な
く
、

彼
が
属
す
る
社
会
の
み
が
思
考
す
る
の
で
あ
る
」[Ibid.:436]

。
個
人
の
行
動
の
規
範
も
社
会
集
団
の
行
動
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

個
人
の
幸
福
は
、
彼
が
属
し
て
い
る
社
会
集
団
の
幸
福
と
成
功
に
従
属
し
て
い
る[Ibid.:391,

458]

。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
に
よ
れ
ば
、

個
々
人
の
自
己
保
存
の
衝
動
で
さ
え
、
は
じ
め
か
ら
つ
ね
に
社
会
的
な
衝
動
で
あ
る
。「
人
間
は
そ
の
本
性
か
ら
し
て
、
利
己
的
存
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在
で
も
利
他
的
存
在
で
も
な
く
、
社
会
的
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
、
社
会
的
利
己
性
を
有
し
て
い
る
」[Ibid.:432]

。

こ
こ
か
ら
、
社
会
発
展
の
動
因
も
ま
た
、
個
人
的
な
利
己
性
や
利
他
性
に
で
は
な
く
、
社
会
的
利
己
性
、
つ
ま
り
自
分
が
属
す
る

社
会
集
団
の
利
益
に
お
い
て
行
動
す
る
本
性
に
求
め
ら
れ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
あ
の
普
遍
的
な
意
味
で

の
�
隣
人
愛
�
や
人
類
へ
の
共
感
は
、
け
っ
し
て
人
間
の
行
動
の
動
因
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
人
間
の
行
動
を
引
き
起

こ
す
の
は
社
会
的
共
感
（sym

patya
spo�

eczna

）、
つ
ま
り
自
分
の
属
す
る
集
団
へ
の
個
人
の
結
び
つ
き
」
で
あ
る
。
こ
の
共
感
は
、

自
分
の
属
す
る
集
団
の
外
に
及
ぶ
こ
と
は
な
い
。「
血
や
性
格
や
思
考
様
式
の
絆
に
よ
っ
て
な
ん
ら
か
の
社
会
集
団
と
結
び
つ
い
て

い
る
人
間
は
、
い
わ
ば
群
れ
的
な
利
己
性
を
持
つ
。
彼
の
共
感
は
、
通
常
の
状
態
で
は
、
特
定
の
集
団
の
枠
の
外
に
及
ぶ
こ
と
は
な

い
」。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
社
会
的
利
己
性
と
社
会
的
共
感
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
を
、
共
生
性
（syngenizm

）、
あ
る
い
は
兄

弟
感
情
（uczucie

pobraterstw
a

）
と
呼
ぶ[Ibid.:432－

433]

。

人
類
の
多
種
族
起
源
論

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
に
よ
れ
ば
、
自
然
法
則
の
本
質
は
、「
つ
ね
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
異
質
な
諸
要
素
が
相
互
に
影
響
し
あ
う
こ
と
」

に
あ
る[Ibid.:143]

。
こ
の
本
質
を
社
会
的
現
象
の
世
界
で
追
求
し
、
定
式
化
し
た
も
の
が
、
社
会
闘
争
論
で
あ
る
。
社
会
過
程
の

な
か
で
「
相
互
に
影
響
し
あ
う
異
質
な
諸
要
素
」
と
は
、
諸
社
会
集
団
を
指
す
。
社
会
的
発
展
が
生
じ
る
た
め
に
は
複
数
の
社
会
集

団
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
ど
こ
か
で
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
発
展
〔
社
会
的
発
展
〕
を
自
然
過
程
と
し
て
学
術
的
に
扱
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
人
類
を
現
実
に
あ
る
が
ま
ま
に
、
つ
ま

り
、
民
族
な
り
、
種
族
な
り
、
ホ
ル
ド
な
り
、
群
れ
な
り
の
、
無
数
の
多
様
な
社
会
集
団
の
総
体
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
は
、
互
い
に
出
会
う
場
所
で
は
ど
こ
で
も
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
。[Ibid.:144]
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こ
こ
か
ら
、
社
会
闘
争
論
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
前
提
と
し
て
、
人
類
の
多
種
族
起
源
が
主
張
さ
れ
る
。

も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
人
類
は
最
初
か
ら
多
様
な
民
族
的
諸
要
素
が
多
数
集
ま
っ
た
も
の
と
し
て
存
在
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
受

け
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
自
然
過
程
と
し
て
の
社
会
過
程
に
つ
い
て
も
語
り
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。[Ibid.:145]

最
初
に
単
一
の
集
団
し
か
存
在
し
な
い
よ
う
で
は
「
異
質
な
諸
要
素
に
よ
る
相
互
作
用
」
は
起
こ
り
え
ず
、
社
会
過
程
も
起
動
で

き
な
い
。
変
化
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
最
初
か
ら
複
数
の
異
質
な
諸
要
素
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
類
は

最
初
か
ら
複
数
の
集
団
に
分
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
に
よ
れ
ば
、「
自
然
の
政
治
（polityka

natury

）」
に
お
い
て
は
「
多
数
か
ら
少
数
へ
」
が
原
則
で
あ
る
。
た

と
え
ば
生
物
の
世
界
で
は
、
は
じ
め
に
無
数
の
胚
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
生
物
の
個
体
に
な
る
の
は
ご
く
少
数
で
、
さ
ら
に
そ
の
う

ち
の
少
数
が
成
熟
し
た
体
制
を
獲
得
す
る
。「
こ
れ
が
自
然
の
永
遠
の
傾
向
で
あ
る
」。
こ
の
「
自
然
の
政
治
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、

人
類
が
一
組
の
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
数
組
の
起
源
と
な
る
ペ
ア
か
ら
生
じ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

[Ibid.:145－
146]

。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
多
種
族
起
源
論
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
力
説
す
る
。

私
は
、
人
類
の
多
種
族
性
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
多
種
族
性
は
こ
の
理
論
の
精
神
と
完

全
に
合
致
し
て
お
り
、
こ
の
理
論
に
対
す
る
表
面
的
な
理
解
の
み
が
誤
解
の
原
因
と
な
り
え
た
と
私
が
確
信
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
た
い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
適
応
と
遺
伝
に
よ
る
変
異
の
説
明
に
あ
ま
り
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
、
多
種
族
性
の
問

題
を
詳
し
く
と
り
あ
つ
か
う
機
会
を
持
た
な
い
ま
ま
に
き
た
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕

〔
単
一
起
源
論
は
、〕
原
初
的
細
胞
が
最
初
に
発
生
す
る
と
き
に
は
、
た
っ
た
一
個
の
そ
の
よ
う
な
細
胞
が
生
成
し
た
の
で
あ

闘争する社会

211

／【Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／Ｘ変異するダーウィニズム　ＰＤＦ用復旧／第２部１（小山　哲） 2004.07.05 10.57.31  Page 249 



り
、
そ
こ
か
ら
、
続
く
何
百
億
世
紀
の
あ
い
だ
、
不
断
の
変
化
の
な
か
で
、
つ
ね
に
ご
く
少
数
の
子
孫
の
み
が
発
生
し
、
そ
こ

か
ら
最
後
に
た
っ
た
一
組
な
い
し
数
組
の
原
初
的
人
類
の
ペ
ア
が
成
立
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
滑
稽
な
想
像
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
の
精
神
に
ま
っ
た
く
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
、
こ
の
よ

う
な
推
測
に
は
何
度
も
警
告
を
発
し
て
い
る
し
、
自
分
の
言
明
は
「
原
初
的
諸
形
態
」（pierw

otne
form

y

〔
複
数
形
〕）
に
か

ん
す
る
も
の
で
あ
る
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。〔
…
…
〕
彼
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
種
の
変
化
の
過
程
が
起
こ
り

う
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
の
す
べ
て
の
証
明
や
議
論
は
、
こ
の
一
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。[Ibid.:174

－
175]

つ
ま
り
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
生
存
闘
争
や
性
選
択
は
、
い
ず
れ
も
す
で
に
存
在
す
る
種
が
変
化
す
る
仕

組
み
を
説
明
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
す
で
に
存
在
す
る
種
が
分
岐
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
証
明
す
る
こ
と
に

力
を
集
中
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
種
が
起
源
に
お
い
て
多
数
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
突
き
詰
め
て
問
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
多
起
源
論
を
明
確
に
否
定
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
単
一
の
起
源
か
ら
発
す

る
進
化
の
系
統
樹
を
描
い
た
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
理
論
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
示
し
た
よ
う
に
、
遺
伝
と
適
応
、
性
を
つ
う
じ
て
の
自
然
選
択
（naturalny

dobó r
p�

ciow
y

）
と
生
存
闘
争

は
種
の
変
異
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
演
ず
る
。
し
か
し
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
種
の
差
異
の
原
因
と
し
て
そ
れ
以
外
の
い
か
な
る

も
の
も
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
い
っ
き
ょ
に
動
物
の
国
家
全
体
と
全
人
類
の
た
め
に
単
一
の
系
統
樹
を
描
く
に
い
た
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
系
統
樹
に
全
地
球
上
で
唯
一
特
権
的
な
場
所
と
し
て
、
あ
る
ひ
と
つ
の
地
点
か
ら
成
長
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
企
て
か
ら
は
程
遠
か
っ
た
。[Ibid.:180]
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種
差
に
は
、
異
な
る
環
境
条
件
の
も
と
で
独
立
に
生
じ
た
複
数
の
生
物
集
団
に
み
ら
れ
る
原
初
的
な
種
差
と
、
遺
伝
や
適
応
、
性

選
択
や
生
存
闘
争
の
影
響
に
よ
っ
て
分
岐
し
て
生
じ
る
種
差
の
、
二
つ
が
あ
る
。「
し
か
し
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
こ
の
う
ち
第
一
の
因
果

関
係
〔
原
初
的
な
差
異
〕
を
完
全
に
退
け
、
第
二
の
因
果
関
係
〔
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
示
し
た
要
因
に
よ
る
差
異
〕
に
頑
固
に
固
執
し
た
た

め
に
、
進
化
論
に
新
た
な
奇
跡
と
非
自
然
的
な
要
素
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
」
と
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
批
判
す
る[Ibid.:181]

。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
自
身
の
進
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
互
い
に
異
な
る
体
制
を
も
っ
た
数
多
く
の
集
団
が
、
空
間
的
に
隔
た
っ
て
存
在
す
る
。
や
が
て
そ
れ
ら
の
集
団
が
遭
遇
・

接
触
し
、
集
団
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
が
生
じ
る
。
そ
れ
ら
の
集
団
の
な
か
に
は
、
一
方
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
な
要
因
―
―
適
応
、
遺

伝
、
性
選
択
、
生
存
闘
争
―
―
に
よ
っ
て
変
異
し
、
分
岐
し
て
い
く
も
の
も
現
わ
れ
る
が
、
し
か
し
他
方
で
「
多
数
か
ら
少
数
へ
」

（
�
）

と
い
う
「
自
然
の
政
治
」
の
力
が
働
く
の
で
、
全
体
と
し
て
は
徐
々
に
統
合
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

闘
争
に
よ
る
社
会
過
程

そ
れ
で
は
、
こ
の
進
化
の
過
程
は
、
社
会
的
領
域
で
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
と
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
の
か
。

所
与
の
社
会
的
領
域
に
は
、
す
で
に
数
多
く
の
社
会
集
団
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
社
会
集
団
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
徴
を

持
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
集
団
に
共
通
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
集
団
の
各
成
員
が
、
自
分
の
属
し
て
い
る
集
団
に
対
し

て
は
強
い
帰
属
意
識
（
共
属
感sym

patya

）
を
持
ち
、
他
の
集
団
に
対
し
て
は
強
い
攻
撃
的
な
指
向
を
持
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
集
団
同
士
が
遭
遇
す
る
と
、
相
互
の
あ
い
だ
に
作
用
・
反
作
用
が
生
じ
る
。
こ
れ
が
「
社
会
的
影
響（w

p�
yw

spo�
eczny

）」

で
あ
り
、
社
会
的
な
変
化
の
起
動
力
と
な
る
。

二
つ
の
異
な
る
社
会
集
団
が
遭
遇
し
た
瞬
間
か
ら
、
自
ら
の
目
的
の
た
め
に
他
の
集
団
を
搾
取
し
よ
う
と
す
る
要
求
が
喚
起
さ
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れ
る
。
こ
れ
が
、
ど
こ
で
も
つ
ね
に
社
会
過
程
へ
の
最
初
の
衝
動
を
与
え
る
。
他
の
集
団
を
搾
取
し
よ
う
と
す
る
こ
の
欲
求
は
、

各
社
会
的
要
素
の
生
来
の
、
自
然
な
、
抑
え
が
た
い
欲
求
で
あ
る
た
め
、
二
つ
の
集
団
が
出
会
う
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
欲
求

が
喚
起
さ
れ
な
い
こ
と
、
社
会
過
程
が
起
動
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。[Ibid.:205－

206]
二
つ
の
電
流
が
出
会
う
と
火
花
が
散
る
よ
う
に
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
会
っ
た
と
き
に
は
必
ず
闘
争
が
起
こ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
社
会
過
程
を
起
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
原
始
的
な
社
会
集
団
は
、
原
始
的
ホ
ル
ド
（pierw

otna
horda

）
で
あ
る
。
二
つ
以
上
の
原
始
的
ホ
ル
ド
の
い
ず
れ
か

一
つ
が
他
の
集
団
を
征
服
し
、
融
合
す
る
と
、
種
族
（szczep

;Stam
m

）
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
種
族
が
さ
ら
に
結
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
国
家
が
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
種
族
は
、
原
初
的
な
国
家
の
構
成
要
素
で
あ
る[Ibid.:224,

290]

。

社
会
集
団
間
の
関
係
の
本
質
は
、
戦
争
状
態
で
あ
る
。

時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
、
個
々
の
人
間
の
群
れ
の
あ
い
だ
の
流
血
の
闘
争
、
軍
事
的
遠
征
、
相
互
の
襲
撃
や

掠
奪
が
、
よ
り
広
く
見
ら
れ
る
。
一
部
の
哲
学
者
や
詩
人
が
描
い
た
よ
う
な
牧
歌
的
な
平
和
状
態
で
は
な
く
、
終
わ
る
こ
と
の

な
い
戦
争
が
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
つ
う
じ
て
人
類
の
正
常
な
状
態
で
あ
っ
た
。[Ibid.:229]

つ
ま
り
、
種
族
対
種
族
、
部
族
対
部
族
、
民
族
対
民
族
、
国
家
対
国
家
の
絶
え
間
の
な
い
闘
争
の
情
景
が
、
人
類
史
の
正
常
な
姿

な
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
つ
ね
に
同
一
で
あ
り
、
他
者
の
搾
取
で
あ
る
。「
異
な
る
社
会
要
素
間
の
関
係
は
搾
取
と
い
う
こ
の
ひ

と
つ
の
定
式
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」[Ibid.:230]
。
そ
れ
は
自
然
法
則
の
表
現
で
あ
り
、
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
て
消

滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
文
明
化
さ
れ
た
諸
国
民
同
士
の
戦
争
も
、
原
始
的
な
種
族
間
の
戦
争
と
本
質
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な

い
。
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文
明
化
し
た
諸
国
民
は
、「
自
由
」、「
人
間
性
」、「
国
民
性
」、「
統
一
」、「
信
仰
」、「
政
治
的
均
衡
」
な
ど
の
仰
々
し
い
合
言

葉
を
掲
げ
て
、
洗
練
さ
れ
た
外
見
の
も
と
に
遠
征
や
戦
争
を
行
な
う
が
、
彼
ら
も
ま
た
隣
人
や
さ
ら
に
遠
く
の
諸
国
民
を
搾
取

し
よ
う
と
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。[Ibid.:232]

国
家
も
ま
た
、
あ
る
種
族
が
他
の
種
族
を
征
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

事
態
は
つ
ね
に
同
じ
で
あ
る
。
他
の
種
族
が
内
部
に
侵
入
し
、
勝
者
と
な
り
、
敗
者
を
支
配
し
、
支
配
者
は
異
な
る
階
級
、
つ

ま
り
支
配
階
級
と
な
り
、
敗
者
を
奴
隷
な
い
し
隷
属
民
と
し
て
扱
う
。
こ
の
隷
属
の
形
態
は
多
様
で
あ
り
う
る
が
、
事
態
の
本

質
は
つ
ね
に
同
じ
で
あ
る
。[Ibid.:245－

246]

外
交
の
舞
台
で
生
じ
て
い
る
こ
と
も
、
軍
事
的
征
服
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

外
交
は
、
戦
場
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
事
態
を
追
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
外
交
は
、
勝
利
を
告
げ
る
砲
の
響
き
が
語
る
こ
と
を
書

き
記
す
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
新
し
い
バ
ル
カ
ン
の
諸
国
は
、
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
成
立
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
プ
レ
ヴ
ナ

の
防
塁
の
下
で
、
血
に
洗
わ
れ
た
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
で
、
成
立
し
た
の
で
あ
る
。[Ibid.:249]

成
立
後
の
国
家
は
、
つ
ね
に
多
数
者
に
対
す
る
少
数
者
の
支
配
の
組
織
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
国
家
の
本
質
は
、
国
家
の
形
態

が
奴
隷
制
国
家
か
ら
よ
り
高
度
な
国
家
に
発
展
し
て
も
、
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。「
一
方
に
支
配
し
統
治
す
る
者
が
お
り
、
他
方
に

支
配
さ
れ
統
治
さ
れ
る
者
、
つ
ま
り
従
属
す
る
者
が
い
る
。
こ
れ
が
永
遠
に
不
変
で
不
可
避
の
国
家
の
特
徴
で
あ
り
、
国
家
は
、
多

数
に
対
す
る
少
数
支
配
の
組
織
で
あ
る
。
し
か
も
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
多
様
性
な
く
し
て
国
家
を
創
造
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。
こ

れ
は
、
最
初
に
異
な
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
を
持
っ
た
集
団
を
征
服
し
、
そ
れ
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
が
成
立
す
る
か
ら
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で
あ
る
。「
支
配
者
の
被
支
配
者
に
対
す
る
関
係
は
、
つ
ね
に
あ
る
種
族
の
他
の
種
族
に
対
す
る
関
係
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
国

家
は
つ
ね
に
本
質
的
に
多
種
族
的
で
あ
る[Ibid.:237－

239]

。

国
内
の
種
族
間
に
支
配
‐
被
支
配
関
係
が
生
じ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
族
に
固
有
の
文
化
の
あ
い
だ
に
も
闘
争
が
生
じ
る
。
言
語

も
例
外
で
は
な
い
。

異
な
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
か
ら
な
る
制
度
や
国
家
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
必
然
的
な
帰
結
と
し
て
、
一
方
の
言
語
が
死
滅
し
、

他
方
の
、（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
）「
生
存
闘
争
」
に
勝
利
し
た
言
語
が
、
そ
の
支
配
を
拡
大
す
る
。[Ibid.:372]

し
か
し
、
国
家
の
成
立
は
、
文
明
化
の
前
提
条
件
で
も
あ
る
。
暴
力
的
な
征
服
の
結
果
、
少
数
者
が
支
配
し
、
多
数
者
が
支
配
さ

れ
る
体
制
が
成
立
す
る
と
、
支
配
す
る
側
と
支
配
さ
れ
る
側
の
あ
い
だ
で
労
働
の
分
割
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
少
数
者
で

あ
る
支
配
者
は
肉
体
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
高
度
な
文
化
を
築
く
余
裕
が
生
ま
れ
る
。「
文
化
と
文
明
は
、
強
制
的
な
労
働
の
分
割
、

し
た
が
っ
て
原
初
に
お
け
る
征
服
、
侵
略
、
隷
属
化
な
し
に
は
決
し
て
発
展
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
主
張

（
�
）

す
る

[Ibid.:260]

。

し
か
し
、
文
明
化
し
て
も
、
人
間
そ
の
も
の
の
本
質
が
高
貴
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

今
日
な
お
、
文
明
化
さ
れ
た
人
間
の
精
神
の
な
か
に
は
、
幾
世
紀
も
前
に
「
未
開
人
」
の
精
神
の
な
か
に
存
在
し
た
の
と
同
じ

力
が
生
き
て
い
る
。
教
養
あ
る
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
精
神
に
は
、
未
開
の
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
の
精
神
と
同
じ
力
が
宿
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。「
よ
そ
者
」
に
対
す
る
と
き
、
今
日
で
も
「
道
徳
」
が
、
幾
世
紀
も
前
と
同
様
に
「
支
配
を
め
ぐ
る
闘
争
」
を
命
じ
る
。

こ
の
同
じ
道
徳
的
理
念
が
「
対
独
復
讐
」
と
叫
ぶ
フ
ラ
ン
ス
人
を
活
気
づ
け
、
ボ
ー
ア
人
か
ら
牛
を
盗
む
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
を

活
気
づ
け
る
の
で
あ
る
。[Ibid.:400]

� 進化論から見た社会

216

／【Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／Ｘ変異するダーウィニズム　ＰＤＦ用復旧／第２部１（小山　哲） 2004.07.05 10.57.31  Page 254 



社
会
の
分
化
と
種
の
形
成
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

国
家
の
成
立
は
、
社
会
身
分
の
形
成
の
前
提
で
も
あ
る
。
国
家
を
構
成
す
る
基
本
的
な
身
分
は
、
原
初
の
征
服
の
結
果
生
ま
れ
る

支
配
身
分
と
非
支
配
身
分
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
商
人
が
訪
れ
た
り
―
―
こ
れ
も
ま
た
異
な
る
社
会
集
団
と
の
遭
遇
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
―
―
、
経
済
的
分
業
に
と
も
な
っ
て
特
定
の
集
団
が
分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
基
づ
く
身
分
が
形
成

さ
れ
る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
こ
の
身
分
形
成
の
問
題
を
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
種
の
成
立
の
理
論
と
重
ね
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
。

「
異
な
る
種
族
の
要
素
が
出
会
う
こ
と
に
よ
る
身
分
の
成
立
と
、
社
会
的
諸
要
素
の
分
化
に
よ
る
身
分
の
成
立
と
い
う
二
通
り
の
あ

り
方
は
、
遺
伝
と
適
応
に
よ
る
種
の
相
違
の
成
立
を
想
起
さ
せ
る
」[Ibid.:284]

。
こ
こ
で
い
う
「
遺
伝
に
よ
る
種
の
差
異
」
と
は
、

あ
る
二
つ
の
種
が
、
生
来
的
に
異
な
る
体
制
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
適
応
に
よ
る
種
の
差
異
」
と

は
、
あ
る
種
が
、
外
的
な
諸
条
件
へ
の
適
応
の
結
果
、
異
な
る
体
制
を
持
つ
種
へ
と
変
異
し
た
た
め
に
生
じ
た
差
異
を
指
す
。「
自

然
的
体
制
は
、
二
通
り
の
仕
方
で
成
立
す
る
。
原
生
的
な
（pierw

orodnie

）
成
立
の
仕
方
〔＝

遺
伝
〕
と
、
二
次
的
な
、
つ
ま
り

進
化
に
よ
る
（drugorz�
dnie,

drog�
ew

olucyi
）
成
立
の
仕
方
〔＝

適
応
〕
で
あ
る
」[Ibid.:286]

。
換
言
す
れ
ば
、
遺
伝
的
に

最
初
か
ら
存
在
す
る
差
異
が
原
生
的
な
種
差
、
最
初
は
同
じ
だ
っ
た
も
の
が
適
応
の
過
程
で
枝
分
か
れ
し
て
生
じ
た
差
異
が
二
次
的

な
進
化
に
よ
る
種
差
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
適
応
に
よ
る
種
差
の
形
成
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
に
お
い
て
は
仮
説
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
こ
う
言
う
。
遺
伝
に
よ
っ
て
説
明
し
え
な
い
も
の
は
、
外
的
な
諸
条
件
へ
の
生
物
の
適
応
か
ら
生
じ
た
に
違
い

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
適
応
へ
と
生
物
を
駆
り
立
て
る
の
が
、
生
存
闘
争
で
あ
る
、
と
。〔
…
…
〕
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
相
当
数

の
詳
細
な
事
例
に
お
い
て
、
生
物
が
い
か
に
外
的
な
諸
条
件
に
適
応
す
る
か
、
そ
し
て
自
ら
の
遺
伝
的
な
タ
イ
プ
を
変
化
さ
せ
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る
か
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
適
応
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
変
化
が
遺
伝
的
な
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
を
証

明
し
よ
う
と
ま
で
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
先
入
観
や
興
奮
な
し
に
公
平
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
推
論
を
読
む
者
は
、
次
の
こ

と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
方
の
遺
伝
性
は
明
白
な
事
実
で
あ
り
、
証
明
さ
れ
た
真
実
で
あ
る
。
他
方
、
こ
れ

に
対
し
て
、
適
応
は
、
さ
ら
に
は
適
応
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
変
異
の
遺
伝
的
定
着
は
、
要
領
の
よ
い
仮
説
で
あ
る
。[Ibid.:

285]

適
応
に
よ
る
種
の
形
成
は
仮
説
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
種
の
成
立
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
進
化
の
過
程
が
は

じ
ま
る
以
前
に
原
初
的
に
存
在
す
る
種
差
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
百
歩
譲
っ
て
も
、
自
然
の
な
か
で
、
自
生
性（sam

oró dz-

�
�

tw
o

）
と
進
化
性
（ew

olucyjnosc

）
が
と
も
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
」[Ibid.:286]

。

身
分
も
ま
た
、
生
物
種
の
原
生
的
な
種
差
と
進
化
的
な
種
差
に
対
応
す
る
二
通
り
の
過
程
を
へ
て
形
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
最
初

か
ら
異
質
な
社
会
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
身
分
を
形
成
す
る
場
合
（
一
次
的
・
原
生
的
な
方
式
）
と
、
同
じ
ひ
と
つ
の
社
会
集
団

が
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
分
化
し
て
異
な
る
身
分
が
成
立
す
る
場
合
（
二
次
的
・
進
化
的
な
方
式
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
身
分
形
成

の
方
式
の
違
い
は
、
形
成
さ
れ
た
身
分
集
団
の
本
質
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
社
会
集
団
が
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
か
、
原

生
的
に
成
立
す
る
か
、
進
化
的
に
成
立
す
る
か
は
、
個
々
の
社
会
集
団
の
性
格
や
本
質
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」。
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
成
立
し
よ
う
と
、
他
の
社
会
集
団
を
支
配
し
搾
取
し
よ
う
と
す
る
欲
求
を
持
つ
点
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
社
会
集
団
も
本

質
的
に
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る[Ibid.:288]

。

（
�
）

�

人
類
史
に
登
場
す
る
社
会
集
団
に
は
、
ホ
ル
ド
、
種
族
、
人
民
（lud

）、
国
民
（naró d

）、
社
会
（spo�

eczenstw
o

）
な
ど
の
種

類
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
初
の
四
集
団
―
―
ホ
ル
ド
、
種
族
、
人
民
、
国
民
―
―
は
、
こ
の
順
序
で
発
展
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
い
う
「
人
民
（lud

）」
と
は
、
国
家
の
住
民
全
体
、
共
通
の
統
治
の
も
と
に
服
す
る
社
会
全
体
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を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
人
民
は
政
治
的
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
国
民
（naró d

）」
と
は
、
過
去
に
共
通
の
歴
史
を
通
じ

�
�

て
獲
得
さ
れ
た
、
あ
る
共
通
の
社
会
心
理
的
特
徴
（「
民
族
性
」narodow

osc

）
を
有
す
る
人
び
と
の
全
体
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、

国
民
は
文
化
的
な
絆
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
社
会
集
団
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
合
が
生
ま
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
一
の
国
家
の
な

か
で
共
通
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
民
は
人
民
よ
り
も
高
度
な
発
展
段
階
を
示
し
て
い
る[Ibid.:289

－
290,

295,
296]

。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
「
社
会
」
の
概
念
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。
社
会
に
は
二
つ
の
用
法
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
国
家
の
内
部
の

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
集
団
の
総
体
を
指
す
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
社
会
と
国
家
の
外
延
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
ひ

と
つ
の
用
法
は
、
国
家
の
内
部
で
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
の
社
会
集
団
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
「
社
会
」
と
呼
ぶ
場
合
で
あ
る
。
こ

の
場
合
に
は
、
一
つ
の
国
家
の
な
か
に
複
数
の
社
会
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
社
会
が
国
家
の
境
界
を
越
え
て
存
在
す

る
ケ
ー
ス
も
な
い
わ
け
で
は
な
い[Ibid.:300－

301]

。

さ
ら
に
、「
社
会
」
の
第
二
の
用
法
と
部
分
的
に
重
な
り
あ
う
概
念
と
し
て
、「
社
会
圏
（G

esellschaftkreis
;ko�

o
spo�

eczne

）」

と
い
う
概
念
も
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
か
な
り
高
度
に
発
展
し
た
国
家
の
内
部
に
複
数
存
在
す
る
社
会
集
団
（
た
と
え
ば
労
働
者
階

級
、
資
本
家
な
ど
）
を
指
す
。
各
社
会
圏
は
、
自
己
の
利
害
だ
け
を
考
え
て
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
行
動
し
、
他
の
社
会
圏
と
闘
争

す
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
文
明
化
が
進
ん
だ
段
階
な
の
で
、
露
骨
な
暴
力
の
行
使
は
抑
制
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
低
い
発
展
段
階
に

あ
る
原
始
的
ホ
ル
ド
や
種
族
が
互
い
に
敵
を
殺
戮
し
な
が
ら
武
力
闘
争
を
展
開
す
る
の
に
対
し
、
社
会
圏
同
士
の
戦
い
は
、
流
血
や

殺
戮
を
避
け
、
合
法
的
な
装
い
の
も
と
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
近
代
国
家
に
お
け
る
労
働
者
階
級
と
資
本
家

と
の
闘
争
は
、
暴
力
的
革
命
が
起
こ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
合
法
的
な
形
態
を
と
る
。「
と
は
い
え
、
こ
の
社
会
圏
同
士
の

闘
争
も
、
完
全
に
「
人
種
的
」
闘
争
（w

alka
“ rasow

a”

）
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
」[Ibid.:313－

314]

。

闘争する社会
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グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
「
人
種
」
観

こ
の
最
後
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
「
人
種
」
概
念
の
用
法
は
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
彼
の
社
会
理
論
に
お

い
て
、
人
種
（rasa

;R
asse

）
は
、
社
会
集
団
の
原
初
的
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
社
会
闘
争
の
基
本
的
な
単
位
で
あ
る
。
た
だ
し
、

彼
の
「
人
種
」
概
念
は
、
狭
い
意
味
で
の
生
物
学
的
人
種
論
の
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ

チ
は
、
人
類
史
の
出
発
点
に
お
い
て
形
質
人
類
学
的
に
み
て
純
粋
な
特
徴
を
も
っ
た
多
様
な
人
種
が
存
在
し
た
可
能
性
を
否
定
は
し

な
い
が
、
こ
れ
は
遡
及
的
に
再
構
成
さ
れ
た
仮
説
で
あ
り
、
歴
史
過
程
に
お
い
て
は
、
社
会
集
団
同
士
の
融
合
が
進
む
の
で
、
生
物

学
的
に
純
粋
な
人
種
は
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る[Ibid.:215－

216]

。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
形
質
人
類
学
的
な
（
し
た
が
っ
て
生
物
学
的
な
）
人
間
の
特
徴
は
、
歴
史
的
・
文
化
的
な
要
因
に
よ
っ
て

変
化
し
う
る
と
考
え
る
。『
人
種
闘
争
』
の
な
か
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
日
で
は
、
人
種
は
、
決
し
て
た
ん
な
る
狭
義
に
お
け
る
人
類
学
的
概
念
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
歴

史
的
概
念
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
ん
な
る
生
理
学
的
な
、
あ
る
い
は
生
物
学
的
な
自
然
過
程
の
所
産
で
は
な
く
、
歴
史
過
程

―
―
そ
れ
は
た
し
か
に
も
う
ひ
と
つ
の
自
然
過
程
で
は
あ
る
の
だ
が
―
―
の
所
産
で
あ
る
。
人
種
は
、
今
日
で
は
、
歴
史
の
経

過
の
な
か
で
社
会
発
展
を
つ
う
じ
て
成
立
す
る
統
一
体
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
る
よ
う
に
、
そ
の
出
発
点

を
精
神
的
な
諸
要
因
（
言
語
、
宗
教
、
慣
習
、
法
律
、
文
化
な
ど
）
の
な
か
に
見
い
だ
し
、
そ
こ
か
ら
も
っ
と
も
強
力
な
身
体
的

要
因
へ
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
真
の
結
合
材
で
あ
る
血
の
一
体
性
へ
と
、
到
達
す
る
よ
う
な
統
一
体
な
の
で
あ
る
。[G

um
-

plow
icz

1909
:195]

こ
れ
は
、
文
化
的
・
社
会
的
影
響
に
よ
っ
て
身
体
的
特
徴
が
変
化
し
う
る
、
と
い
う
主
張
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
グ

ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
い
う
「
血
の
一
体
性
」
も
ま
た
、
特
定
の
遺
伝
的
特
徴
が
い
か
な
る
変
化
も
こ
う
む
ら
ず
に
固
定
的
に
社
会
集
団

� 進化論から見た社会

220

／【Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／Ｘ変異するダーウィニズム　ＰＤＦ用復旧／第２部１（小山　哲） 2004.07.05 10.57.31  Page 258 



内
で
継
承
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
社
会
集
団
の
内
部
で
、
文
化
的
・
社
会
的
要
因
と
身
体
的
構
造
と
の
絶
え
間

の
な
い
相
互
作
用
の
結
果
、
共
通
の
形
質
が
絶
え
ず
再
生
産
さ
れ
て
い
く
傾
向
と
し
て
、
動
態
的
に
把
握
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
発
展
の
図
式
に
よ
れ
ば
、
社
会
集
団
は
、
血
の
紐
帯
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
原
始
的
ホ
ル
ド
か
ら
種
族
の

国
家
的
結
合
へ
、
さ
ら
に
は
文
化
的
絆
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
国
民
へ
と
進
化
し
て
い
く
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
社
会
的
結
合
の

規
模
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
結
合
の
性
格
は
よ
り
多
様
で
複
合
的
な
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
社
会
集
団
同
士
の
統
合
が
進
ん
で
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
闘
争
の
原
因
と
な
る
差
異
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
同
じ
ひ
と
つ
の
家
族
の
な
か
に
さ
え
、
き
わ
め
て
大
き
な
人
種
的
な
差
異
を
見
い
だ
す
。
こ
れ
は
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
理
論
や
考
え
方
に
よ
る
選
択
や
適
応
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
同
一
の
地
域
へ
の
相
異
な
る
人
種
の
浸
透
の
結
果

で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
混
合
の
結
果
で
あ
る
。[G

um
plow

icz
1887

:154]

つ
ま
り
、
多
様
な
人
種
が
互
い
に
混
ざ
り
あ
っ
て
社
会
を
―
―
そ
の
も
っ
と
も
小
さ
な
単
位
と
し
て
は
家
族
を
―
―
構
成
し
て
も
、

差
異
自
体
は
存
在
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

種
族
の
数
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
減
少
す
る
。

そ
れ
は
、
一
部
は
融
合
の
結
果
で
あ
り
、
一
部
は
種
族
の
「
死
滅
」
の
結
果
で
あ
る
。
世
界
の
新
た
に
発
見
さ
れ
た
地
域
で
も
、

わ
れ
わ
れ
は
互
い
に
死
ぬ
ほ
ど
憎
み
あ
い
、
生
死
を
賭
け
て
血
み
ど
ろ
の
争
い
や
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
無
数
の
種
族
、
群

れ
、
ホ
ル
ド
を
見
い
だ
す
。[Ibid.:168－

169]

こ
う
し
て
無
数
の
種
族
が
死
滅
し
、
あ
る
い
は
融
合
し
た
結
果
と
し
て
統
合
が
進
む
に
つ
れ
て
、
社
会
闘
争
の
場
も
、
よ
り
高
い

次
元
に
拡
大
し
て
い
く
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
予
見
し
て
い
た
。

闘争する社会
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原
始
的
ホ
ル
ド
の
原
初
的
な
征
服
か
ら
は
じ
ま
り
、
国
家
の
組
織
を
へ
て
、
国
民
と
民
族
性
の
創
出
に
至
っ
た
こ
の
社
会
発
展

は
、
そ
こ
で
止
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
発
展
を
支
え
て
き
た
自
然
の
諸
力
は
死
滅
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。〔
…
…
〕
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
体
系
の
範
囲
内
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
法
が
そ
の
う
え
に
築
か
れ
た
よ
う
な
同
盟

や
条
約
を
繰
り
返
し
結
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
の
日
か
、
世
界
の
他
の
地
域
の
人
び
と
に
対
抗
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
の
あ
い
だ
で
あ
る
種
の
共
同
性
と
連
帯
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
。[Ibid.:341－

342]

こ
こ
で
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
想
定
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
は
、
あ
く
ま
で
「
世
界
の
他
の
地
域
の
人
び
と
に
対
抗
す
る
」

た
め
の
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
闘
争
の
場
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
間
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
他
の
地
域
と
い
う
一
段
高
い
次

元
に
拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
統
合
の
進
展
は
、
闘
争
の
終
焉
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

人
類
は
進
歩
す
る
か

そ
れ
で
は
、
不
断
の
闘
争
を
つ
う
じ
て
人
類
は
進
歩
し
て
き
た
と
い
え
る
の
か
。

歴
史
の
結
果
は
、
全
体
の
進
歩
で
も
、
衰
退
で
も
、
後
退
で
も
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
つ
ね
に
同
じ
自
然
過
程
で
あ
る
。
こ

の
過
程
は
、
異
な
る
時
代
、
異
な
る
場
所
で
、
い
く
ら
か
異
な
る
形
式
を
と
り
つ
つ
も
、
そ
の
内
容
は
つ
ね
に
同
じ
で
あ
る
。

[Ibid.:464]

人
類
史
の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
内
容
」
と
は
、「
無
思
慮
な
群
衆
が
つ
ね
に
社
会
制
度
の
土
台
と
な
る
多
数
を
成
し
、
彼
ら
の

う
え
に
彼
ら
を
�
搾
取
す
る
�
少
数
者
が
い
て
、
多
数
者
を
従
属
さ
せ
て
い
る
」
状
態
を
指
す
。
ま
れ
に
才
能
に
恵
ま
れ
た
個
人
が

� 進化論から見た社会

222

／【Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／Ｘ変異するダーウィニズム　ＰＤＦ用復旧／第２部１（小山　哲） 2004.07.05 10.57.31  Page 260 



め
ざ
ま
し
い
発
見
や
発
明
を
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
本
質
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
発
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
類
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
同
じ
ま
ま
で
あ
る
。
丸
木
舟
で
航
海
し
よ
う
が
、
帆
船
で
航
海

し
よ
う
が
、
蒸
気
船
で
航
海
し
よ
う
が
、
同
じ
で
あ
る
。
電
報
で
あ
れ
、
電
話
で
あ
れ
、
彼
ら
の
本
性
や
精
神
的
性
向
を
変
え

る
こ
と
は
な
い
。
互
い
を
搾
取
す
る
と
い
う
、
つ
ね
に
同
じ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
今
で
は
新
し
い
手
段
を
用
い
て
い
る
、

と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
戦
争
の
時
、
棍
棒
と
剣
で
殺
そ
う
が
、
元
込
め
式
の
銃
で
殺
そ
う
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
魚
雷
で
殺
そ

う
が
、
根
本
的
な
違
い
は
な
い
。[Ibid.:464－

465]

つ
ま
り
、
人
類
は
進
歩
し
な
い
と
い
う
の
が
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
結
論
で
あ
っ
た
。
悲
観
的
と
も
い
え
る
が
、
他
方
で
こ
の
よ
う

な
観
点
に
た
つ
と
、
未
開
人
を
愚
か
で
劣
っ
た
存
在
と
み
な
す
見
方
も
成
り
立
た
な
く
な
る
。

も
し
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ア
フ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
の
未
開
部
族
の
迷
信
や
偏
見
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
か
の
国
民
の
迷
信
や

偏
見
よ
り
も
滑
稽
で
愚
か
に
み
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
い
ろ
い
ろ
な
愚
か
さ
に
は
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
ア
フ
リ
カ
の
「
未
開
人
」
の
愚
か
さ
は
風
変
わ
り
な
も
の
に
思
う
だ
け
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

し
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
ど
こ
で
も
同
じ
な
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
は
、「
未
開
人
」
の
愚
か
さ
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
民
の
愚
か
さ
を
異
な
る
尺
度
で
測
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
同
一
で
あ
り
、
た
だ
そ
の
形
式
が
異
な
る
に
す
ぎ
な

い
。[Ibid.:466－

467]

『
社
会
学
体
系
』
は
、
こ
の
よ
う
に
未
開
と
文
明
の
違
い
を
相
対
化
す
る
視
点
を
提
示
し
て
終
わ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
前
提
と
し
て
い
た
社
会
進
化
へ
の
楽
観
的
な
展
望
を
放
棄
す
る
と
い
う
代
償
を
と
も
な
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

闘争する社会
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五

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
土
壌
」
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
の
最
大
の
特
徴
は
、
複
数
の
社
会
集
団
間
で
不
断
に
闘
争
が
展
開
し
、
そ
れ
が
社
会
発
展
を
引
き

お
こ
す
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
闘
争
と
い
う
現
象
を
つ
う
じ
て
社
会
を
み
る
視
点
は
、
生
存
闘
争
を
と
お
し
て
生
物
の
進
化
を
考

え
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
発
想
と
共
通
す
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、『
種
の
起
原
』
に
お
け
る
記
述
は
生
物
の
個
体
間
の
闘
争
を
重
視

し
て
お
り﹇
ダ
ー
ウ
ィ
ン

一
九
九
〇
、
上
、
八
五
―
一
〇
九
頁
﹈、
集
団
間
の
闘
争
を
中
心
と
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
闘
争
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
根
底
に
あ
る
個
体
群
思
考（popu-

lation
thinking

）
の
意
義
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
個
体
が
集
団
に
完
全
に
従
属
す
る
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の

社
会
理
論
に
お
い
て
は
、
集
団
を
構
成
す
る
個
体
の
変
異
や
個
体
間
の
偏
差
が
そ
の
集
団
に
及
ぼ
す
影
響
を
統
計
的
な
次
元
で
把
握

す
る
発
想
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
欠
如
し
て
い
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
影
響
と
い
う
面
で
は
、
む
し
ろ
人
類
の
起
源
や
身
分
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
る
さ
い
に
、
種
の
分
岐
論
へ
の
参
照

が
み
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
議
論
は
か
な
ら
ず
し
も
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
の
見
解
に

忠
実
で
は
な
く
、
独
自
の
読
み
込
み
や
批
判
的
な
論
評
が
目
に
つ
く
。
そ
れ
で
も
あ
え
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
と
の
照
合
に
固
執
す

る
点
に
、
こ
の
時
期
、
進
化
論
が
持
っ
て
い
た
理
論
的
参
照
枠
と
し
て
の
拘
束
力
を
み
て
と
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

グ
ラ
ー
ツ
に
移
住
後
の
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
人
類
の
進
歩
（
退
化
）
を
明
確
に
否
定
し
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
社
会
学
体
系
に
お

い
て
は
、
自
然
法
則
（
社
会
法
則
を
含
む
）
は
つ
ね
に
不
変
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
必
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
グ

ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
を
「
社
会
進
化
論
者
」
と
み
な
す
こ
と
に
は
、
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
彼
の
社
会
発
展
論
に
お
い
て
は
、
社

� 進化論から見た社会

224

／【Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／Ｘ変異するダーウィニズム　ＰＤＦ用復旧／第２部１（小山　哲） 2004.07.05 10.57.31  Page 262 



会
的
結
合
の
形
式
は
進
化
す
る
が
、
社
会
過
程
の
内
容
（
集
団
間
の
搾
取
と
闘
争
）
は
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
。
社
会
主
義
に
対
す

る
彼
の
批
判
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
立
場
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
革
命
に
よ
っ
て
労
働
者
大
衆
に
よ
る
支
配
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
は
、
国
家
の
本
質
―
―
少
数
者
に
よ
る
多
数
者
に
対
す
る
支
配
―
―
に
反
す
る
が
ゆ
え
に
、
実
現
不
可
能
と
み
な
さ
れ
る

[G
um

plow
icz

1964
:496－

505]

。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
進
歩
を
否
定
す
る
自
ら
の
社
会
理
論
と
、
独
立
を
奪
わ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
状
況
と
の
関
係
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
社
会
学
体
系
』
の
序
文
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

こ
の
著
作
で
展
開
さ
れ
て
い
る
見
解
が
私
の
な
か
で
芽
生
え
た
の
は
、
も
う
二
八
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大

学
〔
ク
ラ
ク
フ
大
学
〕
の
教
室
で
ロ
ー
マ
法
学
者
デ
メ
リ
ウ
ス
の
講
義
を
聴
い
て
い
た
と
き
、
私
は
、
ロ
ー
マ
社
会
の
構
成
や

成
り
た
ち
を
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
そ
れ
と
心
の
な
か
で
比
較
し
て
み
た
。
そ
の
と
き
以
来
、
私
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
民
族
が

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
一
般
的
な
社
会
法
則
の
結
果
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
に
と
り
つ
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
い
て
も
、
こ
の
考
え
が
気
に
な
っ
て
、
実
生
活
や
歴
史

の
な
か
に
そ
の
徴
候
を
追
い
求
め
た
。〔
…
…
〕
著
書
『
ユ
ダ
ヤ
人
に
か
ん
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
立
法
』（
ク
ラ
ク
フ
、
一
八
六

七
年
刊
）
の
な
か
で
、
私
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
多
様
な
構
成
要
素
の
相
互
関
係
に
観
察
を
限
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要

素
の
異
な
る
立
場
を
、
そ
れ
が
立
法
に
反
映
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
考
察
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
理
論
の
分
野
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
分
野
に
移
り
、
数
年
間
、
社
会
闘
争
の
熱
い
戦
い
を
間
近
に
見
つ
め

る
機
会
を
持
っ
た
。
こ
れ
ら
の
激
し
い
運
動
と
潮
流
を
、
私
は
つ
ね
に
自
分
の
理
論
に
照
ら
し
て
み
た
。[G

um
plow

icz
1887

:

1－
2]

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
こ
こ
で
、
自
ら
の
社
会
学
の
着
想
が
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
で
の
学
生
時
代
に
芽
生
え
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
歴
史
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的
考
察
を
へ
て
、
雑
誌
『
故
国
』
の
編
集
活
動
を
つ
う
じ
て
実
地
に
検
証
さ
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
、
ク
ラ
ク
フ
時
代
か
ら
の
思
索
の

一
貫
性
を
強
調
し
て
い
る
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
が
、
複
数
の
異
質
な
社
会
集
団
が
重
層
的
な
支
配
‐
被
支
配
関
係
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
分
割

期
の
ガ
リ
チ
ア
社
会
の
観
察
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
の
社
会
闘
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
自
ら
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
民
族
闘
争
に
主
体
的
に
参
加
す
る
経
験
の
な
か
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ

ィ
チ
が
編
集
長
を
つ
と
め
た
雑
誌
『
故
国
』
は
、
第
一
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
一
〇
〇
周
年
（
一
八
七
二
年
）
に
あ
た
っ
て
、「
生
存

闘
争
（W

alka
o

byt
）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
分
割
の
原
因
と
民
族
運
動
の
展
望
を
論
じ
た
連
載
を
企
画
し
て
い
る[K

oz-

�
ow

ska- Sabatow
ska

1978
:128]

。
こ
の
と
き
す
で
に
、
独
立
を
喪
失
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
の
境
遇
は
、
進
化
論
的
な
語
彙
を

用
い
て
把
握
さ
れ
、
記
述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
か
ん
す
る
初
期
の
諸
論

考
と
、
生
地
ク
ラ
ク
フ
の
保
守
的
な
学
術
・
言
論
界
か
ら
追
わ
れ
た
の
ち
の
社
会
学
理
論
と
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
間
に
失
わ
れ

た
も
の
―
―
教
育
と
啓
蒙
に
よ
る
社
会
対
立
の
克
服
と
国
民
の
形
成
へ
の
展
望
―
―
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
く
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ

チ
の
社
会
闘
争
論
は
、
啓
蒙
に
よ
る
社
会
の
進
歩
へ
の
希
望
を
断
念
し
つ
つ
、
対
立
す
る
諸
民
族
の
利
害
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
東

中
欧
社
会
の
現
実
を
直
視
す
る
と
い
う
姿
勢
の
選
択
の
う
え
に
築
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
ル
カ
ー
チ
の
評
価
に
ふ
れ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
名
前
は
『
人
種
闘
争
』
と
い
う
書
名
と
し
ば
し
ば
結

び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
、
社
会
進
化
論
の
ド
イ
ツ
的
変
種
の
系
譜
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

系
ユ
ダ
ヤ
人
の
文
化
的
固
有
性
を
維
持
し
な
が
ら
民
族
的
敵
対
を
乗
り
越
え
る
道
を
模
索
し
よ
う
と
し
た
こ
の
社
会
学
者
に
と
っ
て
、

不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
彼
の
「
人
種
」
概
念
は
、
生
物
学
的
概
念
と
い
う
よ
り
も
歴
史
的
・

文
化
的
な
要
因
に
強
く
規
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
の
全
体
主
義
国
家
の
人
種
論
か
ら
遡
及
的
に
み
る
よ
り
も
、
一
九
世

紀
後
半
の
東
中
欧
の
多
民
族
社
会
の
複
雑
な
現
実
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
社
会
理
論
と
し
て
読
み
解
く
ほ
う
が
、
そ
の
理
論
的
営
為

� 進化論から見た社会
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（
�
）

の
意
味
は
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、『
人
種
闘
争
』
や
『
社
会
学
概
説
』
で
示
し
た
見
解
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
広
く
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

こ
と
を
喜
び
、
次
の
よ
う
に
『
社
会
学
体
系
』
の
序
文
を
結
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
、
自
分
の
負
っ
て
い
る
も
の
を
故
国
に
返
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
土
壌
で
育
っ
た
理
論
を
祖
国

の
こ
と
ば
で
発
表
す
る
と
き
が
来
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
実
行
に
移
す
こ
と
で
、
私
は
自
分
の
市
民
的
義

務
を
果
た
そ
う
と
思
う
。[Ibid.:3]

こ
こ
で
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
自
ら
の
社
会
理
論
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
土
壌
で
育
っ
た
理
論
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で

あ
る
。
彼
は
、
先
行
す
る
論
者
の
理
論
や
着
想
を
分
割
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
現
実
に
照
ら
し
て
取
捨
選
択
し
、
変
形
し
、
敷
衍

し
て
、
自
ら
の
社
会
学
体
系
の
な
か
に
組
み
込
ん
だ
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
テ
キ
ス
ト
も
ま
た
、
諸
民
族
の
利
害
が
錯
綜
し
衝
突
す
る
東

中
欧
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
本
来
の
文
脈
と
は
異
な
る
文
脈
に
置
き
換
え
ら
れ
た
う
え
で
再
解
釈
さ
れ
、
利
用
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
闘
争
を
動
因
と
す
る
社
会
発
展
論
や
、
種
の
分
岐
と
身
分
形
成
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
生
物
学
的
進
化
論

の
読
み
替
え
と
領
有
（appropriation

）
の
一
例
で
あ
る
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
闘
争
論
は
、
そ
の
意
味
で
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
土
壌
」
に
移
植
さ
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
創
造
的
「
誤
読
」
の
果
実
―
―
た
だ
し
、
あ
ま
り
に
苦
い
果
実
―
―
で
あ
っ
た

と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）Torrance

[1976
:186－

191]

を
参
照
。
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・

（
２
）
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
書
誌
と
し
て
は
、
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
ジ
ェ
ブ
ロ
フ
ス
キ[Zebrow

ski
1926

:18－
38]

、
お
よ
び
ゲ
ッ
ラ[G

ella

1966
:241－

244]

を
参
照
。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
著
作
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
上
記
二
書
誌
に
『
社
会
学
概
論
』G

runtriss
der

Soziologie

の

・

邦
訳
（
東
京
、
一
九
〇
一
年
刊
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る[Zebrow

ski
1926

:19
;

G
ella

1966
:242]

が
、
筆
者
は
所
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

他
方
、
筆
者
が
披
見
し
え
た
『
社
会
学
と
政
治
』（
新
見
吉
治
・
柴
山
鷲
雄
訳
、
明
治
書
院
、
一
九
〇
二
年
刊
。L.G

um
plow

icz,Soziologie
und

Politik,
Leipzig

1892

の
日
本
語
訳
）
は
、
ジ
ェ
ブ
ロ
フ
ス
キ
と
ゲ
ッ
ラ
の
書
誌
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本
に
い
ち
早
く
グ
ン
プ
ロ
ヴ

ィ
チ
の
理
論
を
紹
介
し
た
加
藤
弘
之
の
著
書
『
強
者
の
権
利
の
競
争
』（
一
八
九
三
年
刊
）
の
ド
イ
ツ
語
版
（H

iroyuki
K

ató,
D

er
K

am
pf

um
s

R
echt

des
Stärkeren

und
seine

E
ntw

ickelung,
B

erlin
1894

）
に
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
批
判
的
な
書
評
を
寄
せ
て
お
り[G

um
plow

icz
1895]

、

加
藤
は
こ
れ
に
反
駁
し
て
い
る
﹇
加
藤

一
九
九
〇
、
四
五
三
―
四
五
七
頁
﹈。
ま
た
、
大
山
郁
夫
は
『
政
治
の
社
会
的
基
礎
』（
一
九
二
三
年
刊
）

の
な
か
で
、「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」
に
到
達
す
る
に
あ
た
っ
て
「
誰
れ
に
よ
り
も
、
殊
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
学
者
で
も
あ
り
、
国
法
学

者
で
も
あ
っ
た
、
故
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
グ
ン
プ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
最
も
多
く
負
う
て
ゐ
る
こ
と
」
を
認
め
て
い
る
﹇
大
山

一
九
八
七
、vii

頁
﹈。

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
・
国
家
理
論
を
比
較
的
詳
細
に
紹
介
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
は
他
に
、
今
中
﹇
一
九
二
七
、
一
九
二
八
ａ
、
一
九

二
八
ｂ
﹈、
五
十
嵐
﹇
一
九
三
八
﹈
を
参
照
。

（
３
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
学
者
が
著
し
た
社
会
学
史
に
は
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
理
論
に
つ
い
て
ル
カ
ー
チ
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
の
言
及
が
み

ら
れ
る
。
イ
ェ
ジ
・
シ
ャ
ツ
キ
は
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
並
ぶ
社
会
学
主
義
（sociologism

）
の
提
唱
者
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る[Szacki

1976
:280－

286]

。
他
方
、
ヤ
ン
・
シ
チ
ェ
パ
ン
ス
キ
は
自
然
主
義
的
社
会
学
（socjologia

naturalistyczna

）
を
扱
っ
た
章
の

な
か
で
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
に
論
及
し
て
い
る
が
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
社
会
闘
争
論
が
自
然
界
に
お
け
る
生
存
闘
争
の
概
念
を
そ
の
ま
ま
社
会
に

�

適
用
し
た
も
の
で
は
な
い
点
に
も
注
意
を
促
し
て
い
る[Szczepanski1969

:180－
187]

。

（
４
）
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
よ
る
第
三
次
分
割
（
一
七
九
五
年
）
に
よ
っ
て
領
土
を
失
っ
て
以
降
、
一
九
一
八
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

共
和
国
が
成
立
す
る
ま
で
、
主
権
国
家
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

（
５
）
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
全
般
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
川
名﹇
一
九
八
七
﹈、B

lejw
as

[1984]

、M
arkiew

icz
[1980]

、Rudzki[1968]

、

Tom
kow

ski[1993]

を
参
照
。

（
６
）
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
変
質
に
つ
い
て
は
、Porter

[2000
:75

ff.]

を
参
照
。

（
７
）
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
は
一
八
一
六
年
に
創
立
さ
れ
た
が
、
一
一
月
蜂
起
（
一
八
三
〇
―
三
一
年
）
に
対
す
る
報
復
措
置
と
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
。
一
八

� 進化論から見た社会
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六
二
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
学
校
と
し
て
再
開
さ
れ
、
一
八
六
九
年
、
ロ
シ
ア
化
政
策
の
一
環
と
し
て
帝
国
大
学
の
ひ
と
つ
に
改
組
さ
れ
た
。
一

九
一
五
年
以
降
、
非
ロ
シ
ア
化
さ
れ
、
独
立
回
復
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
中
心
的
な
大
学
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

（
８
）
マ
イ
ツ
ェ
ル
に
よ
る
部
分
訳
（
一
）
は
分
冊
形
式
で
四
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
全
訳
本
は
、
訳
者
と
し
て
デ
ィ
ク
ス
テ
イ
ン
の
み
を
挙
げ
た
一
八

八
四
年
版
（
二
）
と
、
デ
ィ
ク
ス
テ
イ
ン
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム
両
名
を
併
記
し
た
一
八
八
四
―
八
五
年
版
（
三
）
と
が
あ
る
が
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
。

（
一
）K

arol
D

arw
in,

O
pow

staniu
gatunków

drog�
naturalnego

doboru,
czyli

o
utrzym

yw
aniu

si�
doskonalszych

ras
istot

organi-

cznych
w

w
alce

o
byt,przek�

ad
dokonany

przez
W

ac�
aw

a
M

ayzla,W
arszaw

a
1873.

（
二
）K

arolD
arw

in,O
pow

staniu
gatunków

drog�
naturalnego

doboru
czyli

o
utrzym

yw
aniu

si�
doskonalszych

raz
w

w
alce

o
byt,

・
prze�

ozy�
Szym

on
D

ickstein,W
arszaw

a
1884.

（
三
）K

arol
D

arw
in,

O
pow

staniu
gatunków

drog�
naturalnego

doboru
czyli

o
utrzym

yw
aniu

si�
doskonalszych

raz
w

w
alce

o
・

byt,prze�
ozyliSzym

on
D

ickstein
iJózefN

usbaum
,W

arszaw
a

1884－
1885.

全
訳
を
行
な
っ
た
デ
ィ
ク
ス
テ
イ
ン
と
ヌ
ス
バ
ウ
ム
は
、
と
も
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
学
校
時
代
の
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
の
教
え
子
で
あ
る[B

rz�
k

1982
:20]

。
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
と
ヌ
ス
バ
ウ
ム
の
進
化
論
理
解
に
か
ん
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
も
参
照[Skarga

1983
:31－

36
;

Zarys
filozofii

polskiej
1986

:189－
192]

。

（
９
）
原
著
の
第
一
部
に
相
当
す
る
『
人
間
の
由
来
に
つ
い
て
』
は
、K

arolD
arw

in,O
pochodzeniu

cz�
ow

ieka,przet�
um

aczy�
Ludw

ik
M

as�
ow

-

ski,K
raków

1874.

第
二
部
に
相
当
す
る
『
性
選
択
』（
二
巻
）
は
、K

arolD
arw

in,D
obór

p�
ciow

y,T.I－
II,przet�

um
aczy�

Ludw
ik

M
as

�
ow

ski,Lw
ów

1875－
1876.�

（
１０
）K

arolD
arw

in,W
yraz

uczuc
u

cz�
ow

ieka
i

zw
ierz�

t,przek�
ad

dokonany
przez

K
onrada

D
obrskiego,W

arszaw
a

1873.

・

�

（
１１
）
翻
訳
は
い
ず
れ
も
ユ
ゼ
フ
・
ヌ
ス
バ
ウ
ム
に
よ
る
。『
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
』は
、K

arolD
arw

in,Podróz
naturalisty.D

ziennik
spostrzen

dot.

・

�

H
istoryi

naturalnej
i

geologii
okolic

zw
iedzonych

podczas
podrózy

naoko�
o

sw
iata

na
okr�

cie
J.

K
.

M
.

“B
eagle”

pod
dow.

Fitz
R

oy,

・

��

�

prze�
ozy�

JózefN
usbaum

,W
arszaw

a
1887.

『
飼
育
動
物
お
よ
び
栽
培
植
物
の
変
異
』
は
、K

arolD
arw

in,Zm
iennosc

zw
ierz�

t
i

roslin
w

stanie
kultury,T.I－

II,
przet�

um
aczy�

Józef
N

usbaum
,

W
arszaw

a
1888－

1889.

自
伝
・
書
簡
集
は
、
雑
誌
『
プ
シ
ェ
グ
ロ
ン
ト
・
テ
ィ

ゴ
ド
ニ
ョ
ヴ
ィ
（
週
刊
展
望
）』Przegl�

d
T

ygodniow
y

の
予
約
購
読
者
に
無
料
配
布
さ
れ
る
付
録
と
し
て
第
六
分
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
未
完

・

に
終
わ
っ
た
。Zycie

i
listy

K
arola

D
arw

ina,
oraz

autobiografia
autora

w
ydana

przez
jego

syna
Franciszka

D
arw

ina,
z.

1－
6,
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t�
um

aczy�
JózefN

usbaum
,W

arszaw
a

1889－
1890.

（
１２
）K

arol
D

arw
in,

D
zie�

a
w

ybrane,
T.

I－
V

III,
W

arszaw
a

1959－
1960.

こ
の
著
作
集
刊
行
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
小
山
﹇
二
〇
〇
二
、
一

八
五
―
一
八
六
頁
﹈
を
参
照
。

�

（
１３
）
パ
ヴ
リ
ツ
キ
の
進
化
論
批
判
に
つ
い
て
は
、Filozofia

i
m

yslspo�
eczna

[1980
:C

z.II,262－
275]

を
参
照
。

（
１４
）
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ホ
フ
ス
キ
の
「
進
歩
」
理
解
に
つ
い
て
は
、
川
名
﹇
一
九
八
七
、
七
五
―
八
五
頁
﹈
お
よ
びR

udzki
[1968

:29－
118]

を
参
照
。

�

・

（
１５
）
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
生
涯
に
つ
い
て
はB

ienkow
ski

[1960－
1961]

、G
ella

[1966
:46－

62]

、Zebrow
ski

[1926
:5－

17]

、

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
家
の
系
図
に
つ
い
て
はB

a�
aban

[1991
:663]

を
参
照
。

（
１６
）
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、B�

k
[1960－

1961]

を
参
照
。

（
１７
）『
歴
史
的
・
知
的
発
展
に
お
け
る
最
終
意
思
』W
ola

ostatnia
w

rozw
oju

dziejow
ym

i
um

iej�
tnym

（
一
八
六
四
年
刊
）、
な
ら
び
に
『
ユ
ダ
ヤ

・

人
に
か
ん
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
立
法
』Praw
odaw

stw
o

polskie
w

zgl�
dem

Zydów

（
一
八
六
七
年
刊
）
の
二
篇
。

（
１８
）
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
発
行
人
兼
編
集
者
を
つ
と
め
た
の
は
形
式
的
に
は
一
八
七
三
年
四
月
ま
で
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
翌
七
四
年
六
月
末
ま
で

こ
の
雑
誌
の
編
集
に
か
か
わ
っ
て
い
る[Zarem

ba-Piekara
1970

:20－
21]

。

（
１９
）『
人
種
闘
争
』
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
一
八
九
三
年
）
と
ス
ペ
イ
ン
語
（
一
八
九
四
年
）、『
社
会
学
概
論
』
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
一
八
九
六
年
）、
ロ
シ
ア

語
（
一
八
九
九
年
）、
英
語
（
一
八
九
九
年
、
一
九
六
三
年
）、『
社
会
学
と
政
治
』
は
ロ
シ
ア
語
（
一
八
九
五
年
）、
フ
ラ
ン
ス
語
（
一
八
九
九
年
）、

日
本
語
（
一
九
〇
二
年
）、『
社
会
学
的
国
家
理
念
』
は
イ
タ
リ
ア
語
（
一
九
〇
四
年
）、『
社
会
学
的
エ
ッ
セ
イ
』
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
一
九
〇
〇
年
）、

『
社
会
哲
学
要
論
』
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
（
一
九
一
一
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
２０
）
た
だ
し
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
人
種
の
多
種
族
起
源
そ
れ
自
体
は
、
社
会
学
的
な
理
解
に
お
け
る
第
一
次
的
な
事
実
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
実
証

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。「
原
始
的
な
無
数
の
人
間
群
は
、
社
会
学
に
お
い
て
、
地
質
学
者
に
と
っ
て
最
初
の
星
雲
が
は
た
す
の

と
同
様
の
出
発
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
よ
う
な
仮
説
は
学
問
に
は
必
要
で
あ
る
。「
社
会
学
は
、
社
会
学
に
と

っ
て
与
え
ら
れ
た
起
点
、
す
な
わ
ち
地
上
に
無
数
の
原
始
的
ホ
ル
ド
が
存
在
す
る
瞬
間
か
ら
以
後
の
社
会
的
発
展
を
研
究
す
る
こ
と
で
満
足
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
原
初
的
状
態
が
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
成
立
し
た
か
は
、
社
会
学
の
領
分
の
外
に
あ
る
」。
社
会
学

は
こ
の
起
点
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
り
、
起
点
の
由
来
そ
の
も
の
を
問
う
こ
と
は
社
会
学
の
領
域
を
踏
み
越
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る[G

um
-

plow
icz

1887
:173,207]

。
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な
お
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
晩
年
に
、
人
類
の
多
種
族
起
源
説
を
撤
回
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
一
九
〇
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
レ

ス
タ
ー
・
Ｆ
・
ウ
ォ
ー
ド
が
グ
ラ
ー
ツ
に
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
を
訪
れ
た
さ
い
、
人
類
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
議
論
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
単
一
起

源
説
を
と
る
ウ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
論
破
さ
れ
た
。
翌
年
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
ウ
ォ
ー
ド
と
の
議
論
の
経
緯
を
説
明
し
、

多
起
源
説
の
撤
回
を
表
明
す
る
文
章
を
『
ツ
ァ
イ
ト
』
誌
に
発
表
し
た[G

um
plow

icz
1904]

。
こ
の
文
章
は
、
英
訳
さ
れ
て
『
ア
メ
リ
カ
社
会

学
雑
誌
』に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る[G

um
plow

icz
1905]

。
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
と
ウ
ォ
ー
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、G

um
plow

icz
[1933]

、G
ella

[1966]
を
参
照
。

（
２１
）
法
律
は
、
暴
力
的
な
征
服
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
平
等
な
国
内
の
秩
序
を
固
定
的
に
維
持
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
法
律
が

成
立
す
る
と
、
そ
れ
は
支
配
さ
れ
て
い
る
側
に
と
っ
て
も
恩
恵
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
内
の
労
働
の
分
割
に
よ
っ
て
文
明
が
発
展
し
て
い
け

ば
、
隷
属
す
る
側
も
副
次
的
に
そ
の
利
益
を
享
受
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る[G

um
plow

icz
1887

:260,411－
413]

。

（
２２
）
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
用
語
法
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の”lud”

は
ド
イ
ツ
語
の”Volk”

、”naród”

は
ド
イ
ツ
語
の”N

ation”

に
対
応
す
る
。
グ
ン

プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
「
人
民
」・「
国
民
」
概
念
に
つ
い
て
は
、G

oetze
[1969

:
40－

43]

を
も
参
照
。

（
２３
）
逆
に
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
―
―
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
著
書
以
上
に
あ
か
ら
さ
ま
に
進
化
論
的
な
発
想
に
依
拠
し
な
が
ら
人
種

間
の
優
劣
と
闘
争
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
社
会
科
学
の
古
典
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
。

わ
た
く
し
が
お
話
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
つ
ぎ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
異
な
っ
た
民
族
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
、
肉

体
的
お
よ
び
心
理
的
な
人
種
的
相
違
と
い
う
も
の
が
、
経
済
上
の
生
存
競
争
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
役
割
を
、
ひ�

と�

つ�

の�

実�

例�

に
即
し
て
具

体
的
に
示
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
経
済
政
策
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
に
、
民
族
的
基
盤
に
た
っ

て
い
る
国
家
―
―
わ
が
国
の
場
合
が
そ
の
例
で
す
―
―
が
占
め
る
と
こ
ろ
の
地
位
と
い
う
も
の
を
、
す
こ
し
く
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

〔
…
…
〕

〔
…
…
〕
な
ぜ
ポ�

ー�

ラ�

ン�

ド�

人�

の�

農
民
が
地
歩
を
占
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
経
済
的
な
知
性
と
か
資
本
力
と
か
の
点
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
農
民

の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
け
っ
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
経
済
的
な
知
性
の
点
で
も
資
本
の
点
で
も
、
す

ぐ
れ
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
が
、
彼
ら
の
勝
利
の
原
因
な
の
で
す
〔
…
…
〕
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
小
農
が
進
出
す
る
の
は
、
か
れ
ら
が
い
わ
ば
草
を

闘争する社会

231

／【Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／Ｘ変異するダーウィニズム　ＰＤＦ用復旧／第２部１（小山　哲） 2004.07.05 10.57.31  Page 269 



食
っ
て
生
き
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
か
れ
ら
の
生
活
慣
習
が
、
物
質
面
で
も
精
神
面
で
も
、
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
は
な
く
し
て
、
低
い

か�

ら�

こ�

そ�

、
進
出
し
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
の
前
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
種
の
淘�

汰�

過�

程�

で
あ

る
よ
う
に
み
え
ま
す
。〔
…
…
〕

「
平
和
」
の
仮
象
の
も
と
に
お
い
て
も
、
諸
民
族
の
経
済
闘
争
は
容
赦
な
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。〔
…
…
〕
経
済
的
な
生
存
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